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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

(1) 連結経営指標等

回次 第22期 第23期 第24期 第25期 第26期

決算年月 平成25年３月 平成26年３月 平成27年３月 平成28年３月 平成29年３月

売上高 （百万円） 736,850 707,004 642,095 620,074 551,592

経常利益 （百万円） 11,691 12,665 14,194 15,621 14,284

親会社株主に帰属する当期純

利益
（百万円） 6,586 6,835 7,748 9,498 9,694

包括利益 （百万円） 6,605 6,894 7,924 9,564 9,846

純資産額 （百万円） 28,177 23,713 29,286 36,018 29,389

総資産額 （百万円） 114,125 104,592 90,080 85,930 75,282

１株当たり純資産額 （円） 356.89 343.41 423.19 520.80 526.92

１株当たり当期純利益金額 （円） 82.76 86.74 112.68 138.11 172.62

潜在株式調整後１株当たり

当期純利益金額
（円） 82.72 86.67 － － －

自己資本比率 （％） 24.7 22.6 32.3 41.7 39.0

自己資本利益率 （％） 23.4 26.4 29.4 29.3 29.7

株価収益率 （倍） 13.3 10.7 14.1 9.4 11.1

営業活動によるキャッ

シュ・フロー
（百万円） 2,698 19,834 21,896 14,628 17,988

投資活動によるキャッ

シュ・フロー
（百万円） △1,239 △2,223 △2,610 △1,882 △2,126

財務活動によるキャッ

シュ・フロー
（百万円） △1,454 △16,150 △20,738 △11,505 △17,252

現金及び現金同等物の期末

残高
（百万円） 1,997 3,490 2,085 3,314 1,901

従業員数
（人）

1,303 1,569 1,698 1,799 1,961

（外、平均臨時雇用者数） (6,370) (5,485) (4,576) (4,012) (3,892)

（注）１．売上高には消費税等は含まれておりません。

２. 第24期、第25期および第26期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しない

ため記載しておりません。

３. 第24期における表示方法の変更により、金融資産と金融負債の相殺表示を行ったため、第23期以前の総資産額

および自己資本比率を修正しております。
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(2) 提出会社の経営指標等

回次 第22期 第23期 第24期 第25期 第26期

決算年月 平成25年３月 平成26年３月 平成27年３月 平成28年３月 平成29年３月

売上高 （百万円） 736,769 706,773 640,691 618,412 550,167

経常利益 （百万円） 11,828 13,152 14,494 15,778 14,388

当期純利益 （百万円） 6,650 7,232 8,050 9,797 9,554

資本金 （百万円） 3,106 3,127 3,154 3,154 3,154

発行済株式総数 （株） 78,952,800 79,005,600 79,074,000 79,074,000 79,074,000

純資産額 （百万円） 28,249 24,015 29,750 36,779 30,777

総資産額 （百万円） 114,096 104,302 90,241 86,357 76,272

１株当たり純資産額 （円） 357.80 349.54 432.58 534.79 552.27

１株当たり配当額
（円）

35.00 35.00 37.50 43.00 52.00

（うち１株当たり中間配当額） (17.50) (17.50) (17.50) (20.50) (26.00)

１株当たり当期純利益金額 （円） 83.56 91.77 117.08 142.46 170.13

潜在株式調整後１株当たり当期

純利益金額
（円） 83.52 91.70 － － －

自己資本比率 （％） 24.8 23.0 33.0 42.6 40.4

自己資本利益率 （％） 23.6 27.7 29.9 29.5 28.2

株価収益率 （倍） 13.2 10.1 13.6 9.1 11.3

配当性向 （％） 41.9 38.1 32.0 30.2 30.6

従業員数
（人）

1,234 1,480 1,608 1,683 1,849

（外、平均臨時雇用者数） (6,312) (5,363) (4,471) (3,933) (3,867)

（注）１．売上高には、消費税等は含まれておりません。

２. 第22期の１株当たり配当額は、平成24年10月１日を効力発生日とする普通株式１株を200株とする株式分割を

行ったため、中間配当を株式分割後の配当額である17円50銭（株式分割前では3,500円）、期末配当を株式分

割後の配当額である17円50銭とし、年間配当額を35円00銭として記載しております。なお、当該株式分割を考

慮しない場合の年間配当額は7,000円（中間配当額3,500円、期末配当額3,500円）となります。

３. 第24期、第25期および第26期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しない

ため記載しておりません。

４. 第24期における表示方法の変更により、金融資産と金融負債の相殺表示を行ったため、第23期以前の総資産額

および自己資本比率を修正しております。
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２【沿革】

年月 事項

平成４年２月 三井物産㈱情報通信事業部から販売部門を分離独立し、情報通信関連機器の販売を目的に、商号

を「三井物産情報通信株式会社」として資本金２億円（三井物産㈱100％出資）にて東京都に設

立。

平成４年４月 東京都にて固定電話回線事業、ページャー事業、携帯電話事業を開始。

平成６年４月 東京都渋谷区に本店を移転。

親会社である三井物産㈱により物産テレコム㈱（現、東海支社）を愛知県に設立。

平成６年５月 ＮＴＴ電話加入権販売事業を開始。

平成７年２月 ＰＨＳ端末販売を開始。

平成７年９月 新潟県に新潟支店、広島県に広島支店（現、中国支店）、香川県に高松支店（現、四国支店）、

福岡県に福岡支店（現、九州支社）を開設。

平成７年12月 宮城県に仙台支店（現、東北支店）、岡山県に岡山支店（現、中国支店）を開設。

平成８年３月 東京都文京区に本店を移転。

平成８年５月 北海道に札幌支店（現、北海道支店）を開設。

平成８年７月 石川県に金沢支店（現、北陸支店）を開設。

平成９年６月 親会社である三井物産㈱により㈱物産テレコム関西（現、西日本支社）を大阪府に設立。

平成12年１月 広島支店と岡山支店を中国支店として統合（広島県）。

平成12年11月 携帯電話等のインターネット接続端末の普及に伴い、携帯電話向けコンテンツ事業開始。

平成13年４月 物産テレコム㈱、㈱物産テレコム関西と合併し、商号を「三井物産テレパーク株式会社」に変

更。大阪府に西日本支社、愛知県に東海支社を開設。

平成15年12月 ㈱ジェイ・アール・シーモビテックの発行済株式の全てを取得し連結子会社化。

平成16年４月 東京証券取引所市場第二部に上場。

平成16年７月 ㈱ジェイ・アール・シーモビテックの九州および沖縄地域以外の事業部門を会社分割により承

継。九州および沖縄地域の存続会社の商号を「株式会社モビテック」に変更し非連結子会社化。

平成16年10月 商号を「株式会社テレパーク」に変更。

平成16年12月 長野県に長野支店を開設。

平成17年３月 東京証券取引所市場第一部に指定。

平成17年８月 決済サービス（PIN販売システムを利用した電子マネー等の商材販売）提供開始。

平成19年10月 テレコム三洋㈱の発行済株式の全てを取得し連結子会社化。

平成19年11月 テレコム三洋㈱の商号を「株式会社テレコムパーク」に変更。

平成20年４月 ㈱テレコムパークを吸収合併。

九州支店を支社に昇格。

平成20年６月 ㈱モビテックを吸収合併。

平成20年10月 住友商事㈱および三菱商事㈱を株主とする㈱エム・エス・コミュニケーションズと合併し、

商号を「株式会社ティーガイア」に変更。

平成21年６月 東京都渋谷区に本店を移転。

平成22年８月 中国上海市に天閣雅（上海）商貿有限公司（非連結子会社）を設立。

平成23年12月 ㈱TG宮崎の発行済株式の全てを取得し連結子会社化。

平成24年４月 天閣雅（上海）商貿有限公司を連結子会社化。（平成28年12月全出資持分譲渡）

平成25年11月

 

平成26年３月

平成27年４月

 

平成28年３月

平成29年２月

平成29年４月

平成29年５月

シンガポールにAdvanced Star Link Pte.Ltd.（現、T-Gaia Asia Pacific Pte.Ltd.）を設立し

連結子会社化。

日本ワムネット㈱の発行済株式の63.5％を取得し連結子会社化。

ジェイコム㈱(現、ライクスタッフィング㈱)との合弁会社「㈱キャリアデザイン・アカデミー」を

設立し連結子会社化。

㈱SRJの発行済株式の40％を取得し持分法適用関連会社化。

日本ワムネット㈱の株式を追加取得し発行済株式の97.5％を保有。

㈱TG宮崎を吸収合併。

PCテクノロジー㈱の発行済株式の40％を取得し持分法適用関連会社化。
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３【事業の内容】

当社グループは、当連結会計年度において、当社、連結子会社４社（㈱ＴＧ宮崎、日本ワムネット㈱、他２社）

および持分法適用関連会社１社により構成されており、コンシューマ向けの携帯電話等の販売を軸とするモバイル

事業、法人向けの携帯電話の販売や光回線サービスなどの販売・契約取次を行うソリューション事業およびPINやギ

フトカードを販売する決済サービス事業他を柱としております。

 

(1) モバイル事業

主な事業内容は、携帯電話等の通信サービスの契約取次事業と携帯電話等の販売事業であります。通信サービ

スの契約取次事業とは、当社グループと通信事業者（㈱ＮＴＴドコモ、ＫＤＤＩグループ、ソフトバンク㈱）等

との間で締結している代理店契約に基づき、コンシューマに対し、各事業者が提供する通信サービスの利用契約

の取次を行う事業であり、契約成立後に契約取次の対価として各事業者から手数料を収受しております。コン

シューマへの通信サービスの契約取次や携帯電話等の販売は、当社グループの全国に広がる販売チャネルにて

行っており、当社直営ショップでの店舗販売に加え、家電量販店および一般代理店など二次代理店経由で販売し

ております。

 

(2) ソリューション事業

主な事業内容は、法人向けの携帯電話の販売事業や端末・回線管理サービス等のソリューションサービスの提

供、法人・個人に対する光回線サービスの販売・契約取次事業であります。当社グループは、モバイル事業にお

ける通信事業者に加え、東日本電信電話㈱、西日本電信電話㈱等の通信事業者およびインターネットサービスプ

ロバイダ等との間で締結している代理店契約に基づき、各事業者が提供する通信サービスの利用契約の取次を行

い、契約成立後に契約取次の対価として各事業者から手数料を収受しております。

 

(3) 決済サービス事業他

主な事業内容は、全国の主要コンビニエンスストア等を通じてのPIN販売システムを利用した電子マネー系商材

およびギフトカードの販売等であります。
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事業の系統図は、次のとおりであります。

※当社連結子会社

（注）１．上記系統図の連結子会社３社以外にも、連結子会社１社および持分法適用関連会社１社があります。

２．㈱ＴＧ宮崎は平成29年４月１日付で、吸収合併しております。
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４【関係会社の状況】

名称 住所
資本金

（百万円）
主要な事業の内容

議決権の
所有割合または
被所有割合
（％）

関係内容

（親会社）

住友商事㈱

（注）１

東京都

中央区
219,279 総合商社

被所有

41.8
役員の兼任あり。

（その他の関係会社）

㈱光通信

（注）１．２

東京都

豊島区
54,259

移動体通信事業、OA機器販

売事業、固定回線取次事業

他

被所有

24.1

(2.6)

－

（連結子会社)

㈱ＴＧ宮崎

（注）３

宮崎県

宮崎市
50 携帯電話端末等の販売 100.0 役員の兼任あり。

（連結子会社）

T-Gaia Asia Pacific

Pte.Ltd.

シンガ

ポール
166 ギフトカードの販売 100.0 役員の兼任あり。

（連結子会社）

日本ワムネット㈱

（注）４

東京都

中央区
200

デジタルコンテンツのネッ

トワーク・マネージメン

ト・サービスプロバイダ、

FAXサーバソフトウェアの開

発・販売

97.5 役員の兼任あり。

（連結子会社）

㈱キャリアデザイン・

アカデミー

東京都

渋谷区
80

各種教育・研修プログラム

の企画・実施他
80.0 役員の兼任あり。

（持分法適用関連会社）

その他１社
－ － － － －

（注）１．有価証券報告書を提出しております。

２．議決権の被所有割合の（　）内は、間接所有割合で内数であります。

３．㈱ＴＧ宮崎は平成29年４月１日付で、吸収合併しております。

４．平成29年２月28日付で、日本ワムネット㈱の株式を追加取得しております。
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５【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

平成29年３月31日現在
 

セグメントの名称 従業員数（人）

 モバイル事業 1,396（3,624）

 ソリューション事業 274（131）

 決済サービス事業他 23（14）

 全社（共通） 268（123）

合計 1,961（3,892）
 

（注）１．従業員数は就業人員（当社グループからグループ外への出向者は除き、グループ外から当社グループへの出向

者を含む。）であり、臨時雇用者数は、年間の平均人員を（　）外数で記載しております。

２．販売職の採用強化と、臨時雇用者の正社員化により、前連結会計年度末に比べ、従業員数が162名増加、臨時

雇用者は120名減少しております。なお、臨時雇用者の減少には、天閣雅（上海）商貿有限公司の出資持分譲

渡に伴う人員減を含みます。

３．全社（共通）として記載されている従業員数は、管理部門に所属しているものであります。

 

(2) 提出会社の状況

平成29年３月31日現在
 

従業員数（人） 平均年齢（歳） 平均勤続年数（年） 平均年間給与（円）

1,849（3,867） 38.5 11.5 5,476,191

 

セグメントの名称 従業員数（人）

モバイル事業 1,328（3,605）

ソリューション事業 235（130）

決済サービス事業他 18（9）

全社（共通） 268（123）

合計 1,849（3,867）
 
（注）１．従業員数は就業人員（当社から社外への出向者は除き、社外から当社への出向者を含む。）であり、臨時雇用

者数は、年間の平均人員を（　）外数で記載しております。

２．平均年間給与は、賞与および基準外賃金を含んでおります。

３．販売職の採用強化と、臨時雇用者の正社員化により、前事業年度末に比べ、従業員数が166名増加、臨時雇用

者は66名減少しております。

４．全社（共通）として記載されている従業員数は、管理部門に所属しているものであります。

 

(3) 労働組合の状況

　労働組合は結成されておりませんが、労使関係は円満に推移しております。
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第２【事業の状況】

１【業績等の概要】

(1) 業績

当連結会計年度におけるわが国経済は、政府の経済政策、日銀の金融緩和等の効果もあり、雇用・所得環境につ

いては緩やかな回復基調で推移いたしました。一方、中国をはじめとするアジア新興国の経済成長の減速、英国の

欧州連合（EU）離脱問題、加えて米国新政権の政策動向などから、今後の景気については、先行き不透明な状況が

続いております。

当社グループ（当社および連結子会社）の主な事業分野である携帯電話等販売市場では、総務省による「モバイ

ルサービスの提供条件・端末に関する指針」の影響等により、販売台数は減少いたしました。また、電気通信事業

法等の一部を改正する法律の施行に伴い、新たな消費者保護ルールが導入され、より丁寧できめ細かい接客が求め

られるようになりました。

このような事業環境下、当社グループの携帯電話等販売台数は447万台となりました。

全社の当連結会計年度における業績につきましては、売上高5,515億92百万円（前期比11.0％減）、営業利益142

億71百万円（同8.9％減）、経常利益142億84百万円（同8.6％減）、親会社株主に帰属する当期純利益96億94百万

円（同2.1％増）となりました。

当連結会計年度におけるセグメントごとの業績は次のとおりであります。

 

（モバイル事業）

市場環境の変化を背景に、過度な販売競争が沈静化し、販売台数は減少いたしました。一方で、お客様への具

体的なご利用方法の提案に努めた結果、タブレット販売台数、タブレット比率は上昇いたしました。

また、移転・大型化等の店舗拡充を実施し、販売スタッフの教育・研修を推進することにより、CS向上に取り

組みました。加えて、大型店舗を新規出店するとともに、アクセサリーショップやMVNO（仮想移動体通信事業

者）ショップも新設いたしました。更に、お客様のニーズやライフスタイルに合わせ、タブレットや光回線、ア

クセサリーを含むスマートフォン関連商材やサービス等を提案し、引き続き付加価値提案力を高め、収益性向上

と営業利益の確保に努めました。一方、全社的に変形労働時間制を導入し、労働時間にメリハリを付けること

で、業務効率化とES向上を図るなど「働き方改革」も実施し、第２回「ホワイト企業アワード」において「労働

時間削減部門大賞」を受賞いたしました。

この結果、売上高は4,650億14百万円（前期比10.8％減）、営業利益は110億80百万円（同5.4％減）となりまし

た。

 

（ソリューション事業）

法人向けモバイルソリューションにおいては、端末の大口需要は前期に比べ少なく、販売台数は減少いたしま

したが、企業へのスマートデバイス導入や活用支援に加え、ヘルプデスクやキッティングサービス等サポート

サービスの提案強化に努めた結果、収益は底堅く推移いたしました。また、業界対応型をはじめ、各種ソリュー

ションサービスの拡充に引き続き取り組みました。

固定回線系商材においては、フレッツが卸売りモデルへ移行され、ビジネスモデルが転換期を迎えたことによ

り、前期比減収となりました。また、独自ブランドの光アクセスサービス「TG光」の販売やパートナー企業への

再卸販売強化を通じて着実に販売網を拡大し、サービス内容やサポート体制の拡充等、将来的な投資も実施いた

しました。

この結果、売上高は222億22百万円（前期比13.3％減）、営業利益は18億50百万円（同21.5％減）となりまし

た。

 

（決済サービス事業他）

国内決済サービス事業においては、券面額を売上高とする電子マネー系商材から、受取手数料のみを売上高と

して計上するギフトカードへと商品構成の変化が続いており、売上高は減少いたしましたが、ギフトカードの販

売は好調に推移いたしました。なお、利益面については、前期に一過性収益が計上されたため、当期は減益とな

りました。

海外事業においては、平成28年12月に連結子会社である天閣雅（上海）商貿有限公司の全ての出資持分を譲渡

いたしました。また、シンガポールでの決済サービス事業は堅調に推移しております。

この結果、売上高は643億55百万円（前期比12.1％減）、営業利益は13億40百万円（同15.8％減）となりまし

た。
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(2) キャッシュ・フロー

当連結会計年度における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ14億12百万

円減少し、当連結会計年度末には19億１百万円となりました。

当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

 

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動の結果得られた資金は179億88百万円（前年同期比23.0％収入増）となりました。これは主に税金等調

整前当期純利益が143億２百万円、売上債権の減少額61億24百万円、たな卸資産の減少額16億92百万円および、法

人税等の支払額57億66百万円等によるものであります。

 

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動の結果使用した資金は、21億26百万円（同13.0％支出増）となりました。これは主に有形固定資産の取

得による支出12億74百万円、敷金の支払による支出４億10百万円、ソフトウエアの取得による支出５億３百万円お

よび、敷金の回収額１億33百万円等によるものであります。

 

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動の結果使用した資金は、172億52百万円（同49.9％支出増）となりました。これは主に短期借入金の純

増額73億50百万円、長期借入金の返済による減少81億28百万円、配当金の支払額29億95百万円、連結の範囲の変更

を伴わない子会社株式取得による支出６億40百万円および、自己株式の取得による支出127億71百万円等によるも

のであります。
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２【仕入及び販売の状況】

（１）商品仕入実績

当連結会計年度の商品仕入実績（商品仕入高及び支払手数料）をセグメントごとに示すと以下のとおりであります。

セグメントの名称 区分

当連結会計年度
（自　平成28年４月１日
至　平成29年３月31日）

金額（百万円） 前年同期比（％）

モバイル事業 移動体通信機器 308,954 92.3

 代理店手数料 102,942 78.0

 小計 411,897 88.2

ソリューション事業 その他関連商品 9,686 97.1

 代理店手数料 5,832 70.8

 小計 15,519 85.2

決済サービス事業他 その他関連商品 51,116 84.5

 代理店手数料 9,621 102.9

 小計 60,738 86.9

合計 488,154 88.0

（注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

（２）販売実績

当連結会計年度の販売実績（商品売上高及び受取手数料）をセグメントごとに示すと以下のとおりであります。

セグメントの名称 区分

当連結会計年度
（自　平成28年４月１日
至　平成29年３月31日）

金額（百万円） 前年同期比（％）

モバイル事業 移動体通信機器 301,857 93.8

 代理店手数料 163,157 81.9

 小計 465,014 89.2

ソリューション事業 その他関連商品 8,866 99.2

 代理店手数料 13,355 80.1

 小計 22,222 86.7

決済サービス事業他 その他関連商品 54,905 85.2

 代理店手数料 9,449 107.1

 小計 64,355 87.9

合計 551,592 89.0

（注）１．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２．最近２連結会計年度の主要な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合は以下のとおり

であります。

相手先

前連結会計年度
（自　平成27年４月１日
至　平成28年３月31日）

当連結会計年度
（自　平成28年４月１日
至　平成29年３月31日）

金額（百万円） 割合（％） 金額（百万円） 割合（％）

ＫＤＤＩ㈱ 97,168 15.7 77,062 14.0

（注）上記の金額には消費税等は含まれておりません。
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３【経営方針、経営環境及び対処すべき課題等】

文中の将来に関する事項は、当連結会計年度末現在において当社グループが判断したものであります。

　（１）経営方針

当社グループは以下の企業理念に基づいて、持続的成長のために、全社的な生産性向上による既存事業の更なる

強化や新たな事業分野へ積極的に取り組むことによって収益基盤を強化します。また、経営の透明性の確保、企業

の社会的責任を果たすことにより企業価値の向上に努めてまいります。

 

TGビジョン－ティーガイアの企業姿勢－

　 『未来を拓く、明日への飛躍 ～ CHALLENGE TOMORROW ～』

 

TGミッション－ティーガイアの使命－

　・新たなコミュニケーションの提案を通じ、お客様に感動・喜び・安心を提供します。

　・社員とその家族に感謝し、平等なチャレンジの機会があり、働く喜びを実感できる企業であり続けます。

　・全てのパートナーと強い協力関係を築き、健全かつ公正な取引のもと共存共栄に努めます。

　・グローバルな企業活動を通じ、あらゆる地域社会の発展に貢献します。

　・株主を含む全てのステークホルダーの信頼に感謝し、企業価値を高め続けます。

　・リーディングカンパニーとして時代の変化を先取りし、既存事業の強化に加え、新たな市場を開拓します。

 

TGアクション－わたしたちの行動指針－

　・お客様を第一に考え行動します。

　・全ての人から「ありがとう」といわれる最高のサービスを提供します。

　・プロフェッショナルとして継続的に自己研鑽を行います。

　・お互いを尊重し切磋琢磨することで、無限の可能性を引き出します。

　・風通しの良い、積極的なコミュニケーションを図ります。

　・チームワークを大切にし、最高のパフォーマンスを発揮します。

　・いかなる時も高い倫理観に基づき誠実に行動し、コンプライアンスを徹底します。

　・現状に満足せず、情熱とスピード感を持ち、積極果敢に挑戦し続けます。

 

　（２）経営戦略等

当社グループは上記の企業理念に基づき、以下目標を達成することで、持続的成長を実現し、株主、

従業員を含むすべてのステークホルダーの期待に応えることを、2020年度に向けた中期目標として掲げておりま

す。

　・中核の携帯電話代理店事業において、リーディングカンパニーとしてのポジションを堅持する

　・法人向け事業、決済事業、海外事業などを確固たるコアビジネスとして育成する

　・モバイル、インターネット業界で、新たな事業機会を発掘、開拓する

　・配当性向30％以上を維持する。

　また上記を実現するために、以下を全社共通戦略として掲げ、日々具体的方策に取り組んでおります。

　・「人財」の育成、登用、活用、確保を行い、従業員一人ひとりの成果の最大化、最適化を実現する

　・戦略的、継続的コストマネージメントを行い、市場の変化に対応したコスト構造に変革をする

　・組織、制度の最適化を柔軟に行うことで、全社成果の最大化を図る

　上記中期目標、全社共通戦略をベースとして、ビジネスラインごとの営業戦略を策定し、事業環境の変化に応じ

て各営業本部にてアクションプランを見直しながら、日々その実現に向け取り組んでおります。

 

　（３）経営上の目標の達成状況を判断するための客観的な指標等

当社グループは、平成30年３月期には、売上高5,650億円、営業利益152億円、経常利益152億円、親会社株主に帰

属する当期純利益101億50百万円を目標としています。

 

　（４）事業上及び財務上の対処すべき課題

当社グループの主な事業分野である携帯電話等販売事業においては、スマートフォンやタブレット市場の拡大に

伴い、端末の高機能化やサービスの多様化・複雑化が進んでおり、お客様が安心・安全に利用できる環境整備が急

務となっております。また、スマートフォン等の販売に関する法改正や新たなガイドラインの制定を受けて、販売

環境は変化しており、当業界は転換期を迎えております。

このような事業環境下、当社におきましては、お客様が安心して商品やサービスを利用できる環境と仕組みづく

りが販売店の使命であるとの認識の下、業界団体である「一般社団法人　全国携帯電話販売代理店協会」の中核会

員として、お客様視点に立った、より丁寧で分かり易い説明を徹底することで、CS向上に引き続き取り組んでまい

ります。また、「価格訴求」から「価値提案」へとシフトしている昨今の販売競争を見据え、販売品質の更なる向
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上を図ります。

　なお、各事業分野で課題と認識している事項は以下のとおりであります。

モバイル事業においては、お客様に選ばれる店舗作りが重要と考えております。そのために、キャリアショップ

等の移転・改装を実施し、受付カウンターの増設や商品ラインナップの拡充を図り、待ち時間の軽減やお客様のス

マートライフ充実を実現してまいります。また、社内教育・研修機関「TGアカデミー」を発展させ、設立した㈱

キャリアデザイン・アカデミーを中心に、スタッフの説明スキルや付加価値提案力の向上を推進いたします。加え

て、多様化するお客様のニーズに対応するため、スマートフォンアクセサリーショップの販路拡大やMVNO（仮想移

動体通信事業者）ショップの新設を実施いたします。

一方、市場環境の変化に合わせた業務の見直し、業務効率改善活動を通じた生産性の向上が課題と認識しておりま

す。

ソリューション事業においては、法人のお客様が求める商品・サービスに的確に対応し、スマートフォンやタブ

レットの導入サポートに加え、多様化するデバイスやアプリケーション等を活用した付加価値の高いソリューショ

ンサービスを提供いたします。さらに、教育・ヘルスケアなどのICTの活用が期待される業界に対応したサービスの

開発・販売にも積極的に取り組みます。

また、光回線サービスの提供方法が多様化したことをビジネスチャンスと捉え、自らが事業者となる光アクセス

サービス「TG光」の販売やパートナー企業への再卸販売を強化いたします。加えて、自由化された電力・ガス等の

新規商材・サービスの取り扱いを開始することで、新たな収益基盤を築いてまいります。

　そのために、サービスの拡大とともに、提案力の向上・人財強化に努めてまいります。

決済サービス事業においては、市場の成長を捉えるべく、PIN販売システムを用いた電子マネーの販売およびギフ

トカード事業の販路・商品ラインナップの拡大を推進し、お客様の利便性向上を図ってまいります。

海外事業では、シンガポールでの決済サービス事業の拡大とともに、東南アジアへの水平展開を図ってまいりま

す。

当社グループは、既存事業の安定的な基盤を維持しつつ、市場性のある事業への投資・人財の育成を通じ、当社

グループの持続的な成長を目指してまいります。
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４【事業等のリスク】

有価証券報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可

能性のある事項には、以下のようなものがあります。

なお、文中の将来に関する事項は、当連結会計年度末現在において当社グループが判断したものであります。

(1) 通信事業者からの受取手数料について

当社グループは、通信事業者が提供する通信サービスへの利用契約の取次を行うことにより、当該サービスを提

供する事業者から契約取次の対価として手数料を収受しております。受取手数料の金額、支払対象期間、支払対象

となるサービス業務の内容、通話料金に対する割合等の取引条件は、各通信事業者によって、また時期によっても

それぞれ異なっており、通信事業者の事業方針等により大幅な取引条件の変更が生じた場合には、当社グループの

業績に重大な影響を及ぼす可能性があります。

(2) 通信事業者との代理店契約について

当社グループの主な事業分野である携帯電話等の販売・取次事業は、各通信事業者と代理店契約を締結し、所定

の条件の下で展開しております。各通信事業者との代理店契約は、通信事業者および当社が契約継続に同意する限

り、１年毎に自動更新されます。但し、破産、民事再生等の法的手続の開始、信用不安状態の発生、営業停止又は

解散等、当社に所定の事由が生じた場合や信頼関係を著しく損なう行為を行った場合等は通信事業者が代理店契約

を解除できる旨が定められております。

また、当社の株主構成または経営主体に重大な変更等があった場合は、通信事業者において手数料の支払い停止

や代理店契約を解除できる旨等が定められているため、当社グループの業績に影響を与える可能性があります。

当社は平成28年４月13日付で三菱商事㈱から自己株式13,045,400株を取得しており、株主構成に変更が生じてお

りますが、このことにより手数料の支払い停止や通信事業者との代理店契約の解除等、各通信事業者との代理店契

約に影響を与える事態は生じておりません。

(3) 業界における競合について

当社グループの主な事業分野である携帯電話等販売市場では、携帯電話の契約数が人口を上回り、各事業者間に

おける顧客獲得競争は恒常化してきております。また、当社グループを含めた販売代理店間における競争も、継続

するものと考えており、競争優位性を確保できない場合には、当社グループの業績は競合による利益率の低下等の

要因により影響を受ける可能性があります。

(4) 企業買収等による今後の事業拡大について

当社グループは、今後も事業拡大のため、中小代理店との協力関係の構築や新規にショップを出店する等以外に

企業買収等を行う可能性があり、当該企業買収等が当社グループの財政状態および経営成績に影響を与える可能性

があります。

また、今後の市場動向や経済環境の変化によっては、当該企業買収等が当初期待した結果を生み出す保証はな

く、出資先企業の業績等の状況によっては、投下資本の回収が困難となり、当社グループの業績および事業計画等

に影響を及ぼす可能性があります。

(5) 法的規制・法改正等について

電気通信事業者等の代理店業務については、「電気通信事業法」、「独占禁止法」（私的独占の禁止及び公正取

引の確保に関する法律）、「景品表示法」（不当景品類及び不当表示防止法）、「個人情報保護法」、「携帯電話

不正利用防止法」（携帯音声通信事業者による契約者等の本人確認等及び携帯音声通信役務の不正な利用の防止に

関する法律）等の法的規制があります。

当社グループは、上記法令等を遵守するために、従業員への教育・啓発を含めた社内管理体制の強化に努めてお

ります。しかしながら、上記法令等に違反した場合には、当社グループに対する信頼性の低下に加えて、損害賠償

請求や代理店契約の解除、営業停止等の処分を受ける可能性があり、当社グループの業績に影響を与える可能性が

あります。加えて、当社グループに大きな影響を与える法改正や制度の導入・変更等に対して適切な対応ができな

かった場合にも、当社グループの業績に影響を与える可能性があります。

また、総務省等の行政機関による政策の推進やガイドラインの制定・改定等が実施された場合についても、当社

グループの業績に影響を与える可能性があります。

(6) 販売スタッフの確保について

当社グループでは、更なるお客様満足度および販売品質の向上を図るため、販売スタッフの十分な確保が必要と

考えております。しかしながら、携帯電話販売業界においては、スマートフォン等の高機能端末の普及やサービス

の多様化に伴う接客時間の増加や店頭業務の複雑化により、販売スタッフの確保および定着率の向上が課題となっ

ております。当社グループは、正社員化を推進する人事制度の導入やワークライフバランスの推進等による魅力的

な職場環境の整備、社内教育・研修機関「TGアカデミー」を発展させ、設立した「㈱キャリアデザイン・アカデ

ミー」を中心に販売スタッフの育成に全社を挙げて取り組むことで、販売スタッフの確保および定着率の向上に努

めております。
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しかしながら、販売スタッフが十分に確保できない場合、当社グループの業績に影響を与える可能性がありま

す。

(7) 親会社との関係について

住友商事㈱は当社の議決権のうち41.89％を所有しており、また、当社取締役会の構成員の過半数が同社の出身者

で構成されていることから、実質支配力基準により、同社は当社の親会社でありますが、当社グループのすべての

事業分野において、同社から独立して事業運営にあたっております。

(8) 海外事業の展開について

当社グループは、海外の会社との外貨建ての取引や出資、ならびに外貨建てで作成されている海外連結子会社の

財務諸表の円換算額について、外国通貨レートの変動の影響を受ける可能性があります。また、海外連結子会社が

所在している国の政治・経済・社会情勢の影響により、事業遂行の不能等のカントリーリスクが顕在化する可能性

があります。

(9) 訴訟リスクについて

当社グループには各事業分野において、事業運営に関する訴訟リスクが継続的に存在します。訴訟本来の性質を

考慮すると係争中または将来発生し得る訴訟の結果を予測することは不可能であり、係争中または将来発生し得る

訴訟において、当社にとって不利な結果に終わった場合、当社グループの事業展開に支障が生じたり、当社グルー

プに対する信頼性が低下したりする可能性や、当社グループの財政状態および業績に影響を与える可能性がありま

す。

なお、当社のギフトカード事業における商材調達先の１社であるインコム・ジャパン㈱（本社：東京都新宿区、

代表取締役社長：荒井琢麿、以下「インコム・ジャパン」）が、当社を相手方として平成24年８月３日に提起し

た、当社の特定商材についての販売差止と回収、および損害賠償（損害賠償請求金額：６億80百万円）を求める訴

訟について、平成28年９月28日に東京地方裁判所より当社に賠償金１億74百万円の支払いを命じ、その他の請求を

棄却する判決が言い渡されました。

当社およびインコム・ジャパンは当該判決を不服として東京高等裁判所に控訴し、インコム・ジャパンは平成28

年12月21日付で東京高等裁判所に損害賠償請求額を９億68百万円に変更する申立を提出しました。

平成29年４月26日、同裁判所より当社に賠償金67百万円の支払いを命じ、インコム・ジャパンによるその他の請求

を棄却する判決が言い渡されました。

当社は、同判決に従い、平成29年４月28日にインコム・ジャパンに対して賠償金67百万円と当該賠償金に係る遅

延損害金11百万円の支払いを実施しております。

同判決は確定し、本訴訟は終結いたしました。
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５【経営上の重要な契約等】

販売代理店契約等

契約会社名 相手方の名称 国名 契約品目 契約内容 契約期間

㈱ティーガイア

（当社）
㈱ＮＴＴドコモ 日本

携帯電話等通信サービ

スの加入取次

販売代理店

契約

平成28年４月１日から

平成29年３月31日まで

（自動更新）

〃 ＫＤＤＩ㈱

〃 〃 〃

平成28年４月１日から

平成29年３月31日まで

（自動更新）

〃
FTTH・ADSL等通信サー

ビスの加入取次

営業業務委

託契約

平成28年４月１日から

平成29年３月31日まで

（自動更新）

〃 ソフトバンク㈱ 〃
携帯電話等通信サービ

スの加入取次

販売代理店

契約

平成28年４月１日から

平成29年３月31日まで

（自動更新）

〃
東日本電信電話㈱

西日本電信電話㈱
〃

FTTH・ADSL等通信サー

ビスの加入取次

販売パート

ナー契約

平成28年４月１日から

平成29年３月31日まで

（注）東日本電信電話㈱および西日本電信電話㈱とは、平成29年４月１日から平成30年３月31日を契約期間として改めて

契約を締結しております。

 

６【研究開発活動】

該当事項はありません。
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７【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当連結会計年度末現在において当社グループが判断したものであります。

 

(1) 当連結会計年度の経営成績の分析

① 売上高および営業利益

　当連結会計年度の売上高は、5,515億92百万円となりました。

　モバイル事業においては、市場環境の変化を背景に、過度な販売競争が沈静化し、販売台数が減少し、売上高

は減少いたしました。

　ソリューション事業においては、固定回線系商材におけるビジネスモデルが転換期を迎えたことにより、売上

高は減少いたしました。

　決済サービス事業他においては、券面額を売上高とする電子マネー系商材から、受取手数料のみを売上高とし

て計上するギフトカードへと商品構成の変化が続いており、売上高は減少いたしました。

　売上原価は売上高の減少に伴い4,898億54百万円となり、売上総利益は617億38百万円となりました。

　販売費及び一般管理費は474億67百万円となりました。

　この結果、当連結会計年度の営業利益は、142億71百万円となりました。

　なお、売上高および営業利益の概況につきましては、「第２事業の状況 １.業績等の概要（1）業績」に記載

のとおりであります。

② 営業外損益および経常利益

　営業外収益は、持分法による投資利益26百万円、受取保険料20百万円および固定資産受贈益10百万円等の計上

により１億５百万円となりました。営業外費用は、支払利息66百万円、店舗等解約違約金14百万円等の計上によ

り92百万円となりました。この結果、当連結会計年度の経常利益は142億84百万円となりました。

③ 特別損益および税金等調整前当期純利益

　特別利益は、投資有価証券売却益１億18百万円および子会社株式売却益41百万円等の計上により１億63百万円

となりました。特別損失は、固定資産除却損68百万円および減損損失76百万円等の計上により１億45百万円とな

りました。この結果、当連結会計年度の税金等調整前当期純利益は143億２百万円となりました。

④ 法人税等（法人税等調整額を含む）および親会社株主に帰属する当期純利益

　法人税、住民税および事業税に法人税等調整額を加えた45億39百万円の計上により、当連結会計年度の親会社

株主に帰属する当期純利益は96億94百万円となりました。

 

(2) 経営成績に重要な影響を与える要因について

経営成績に重要な影響を与える要因につきましては、「第２事業の状況 ４．事業等のリスク」に記載のとおりで

あります。

 

(3) 財政状態の分析

① 流動資産

当連結会計年度末における流動資産残高は、前連結会計年度末に比べ106億35百万円減少し、616億41百万円と

なりました。これは主に現金及び預金が14億12百万円、売掛金が61億44百万円、商品が17億23百万円、未収入金

が10億39百万円減少したことによるものであります。

② 固定資産

当連結会計年度末における固定資産は、前連結会計年度末に比べ11百万円減少し、136億41百万円となりまし

た。これは主にのれんが６億62百万円減少し、投資有価証券が３億16百万円、敷金が２億31百万円増加したこと

によるものであります。

③ 流動負債

当連結会計年度末における流動負債は、前連結会計年度末に比べ14億91百万円増加し、344億46百万円となり

ました。これは主に短期借入金が73億29百万円増加し、１年以内返済予定の長期借入金が26億25百万円、未払金

が20億77百万円、未払法人税等が12億70百万円減少したことによるものであります。

④ 固定負債

当連結会計年度末における固定負債は、前連結会計年度末に比べ55億９百万円減少し、114億46百万円となり

ました。これは主に長期借入金が55億３百万円減少したことによるものであります。

⑤ 純資産

当連結会計年度末における純資産は、前連結会計年度末に比べ66億29百万円減少し、293億89百万円となりま

した。これは主に子会社株式取得による資本剰余金の減少４億62百万円、親会社株主に帰属する当期純利益96億

94百万円による利益剰余金の増加、剰余金の配当29億95百万円による利益剰余金の減少、自己株式の取得127億

71百万円によるものであります。
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(4) キャッシュ・フローの状況の分析

キャッシュ・フローの状況の分析につきましては、「第２事業の状況 １．業績等の概要（2）キャッシュ・フ

ロー」に記載のとおりであります。
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第３【設備の状況】

１【設備投資等の概要】

当社グループ（当社および連結子会社）が、当連結会計年度に実施した設備投資の総額は18億76百万円でありま

す。主な設備投資は、次のとおりであります。

(1) モバイル事業関連

携帯電話端末の更なる販売強化の一環として、主に全国の携帯電話販売ショップの改装費・調度品の購入代金

等に総額12億68百万円投資いたしました。

(2) システム関連

営業システムの強化、システムインフラ整備等に５億79百万円投資いたしました。

(3) その他

事務所改装・什器備品の入替等に28百万円投資いたしました。

 

２【主要な設備の状況】

当社グループにおける主要な設備は、次のとおりであります。

 

(1）提出会社

　当社は、東京都渋谷区の本社をはじめ、国内に３支社、７支店の他、310の携帯電話ショップ等（店舗）を運

営しております。

平成29年３月31日現在
 

事業所名
（所在地）

セグメントの名称 設備の内容

帳簿価額（百万円）
従業員数
（人）建物及び

構築物
車両
運搬具

器具及び
備品

土地
（面積㎡）

合計

東京本社

（東京都渋谷区）

他　68店舗

モバイル事業

ソリューション事業

決済サービス事業他

・事務所

・携帯電話

ショップ

616 1 419
233

(13,853.87)
1,271

847

(1,695)

西日本支社

（大阪府大阪市北区）

他　35店舗

モバイル事業

ソリューション事業
〃 239 － 90 － 330

211

(458)

東海支社

（愛知県名古屋市中区）

他　41店舗

モバイル事業

ソリューション事業
〃 252 － 106

23
(312.99)

383
214

(440)

九州支社

（福岡県福岡市博多区）

他　29店舗

モバイル事業

ソリューション事業
〃 131 － 59 － 191

133

(241)

北海道支店

（北海道札幌市中央区）

他　19店舗

モバイル事業

ソリューション事業
〃 81 － 31 － 112

72

(117)

東北支店

（宮城県仙台市青葉区）

他　30店舗

モバイル事業 〃 163 － 53
24

(331.14)
241

88

(222)

新潟支店

（新潟県新潟市中央区）

他　15店舗

モバイル事業 〃 123 － 31 － 154
57

(158)

長野支店

（長野県長野市）

他　16店舗

モバイル事業 〃 70 － 25 － 96
48

(150)

北陸支店

（石川県金沢市）

他　14店舗

モバイル事業 〃 83 － 19 － 102
42

(98)

中国支店

（広島県広島市中区）

他　31店舗

モバイル事業

ソリューション事業
〃 111 － 51 － 163

106

(259)

四国支店

（香川県高松市）

他　12店舗

モバイル事業 〃 44 － 26
71

(991.74)
141

31

(96)

（注）従業員数の（　）は、当事業年度末現在における臨時勤務者数を外書しております。
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(2）国内子会社

平成29年３月31日現在
 

会社名
事業所名
（所在地）

セグメントの名称 設備の内容

帳簿価額（百万円）
従業員数
（人）建物及び

構築物
車両
運搬具

器具及び
備品

土地
（面積㎡）

合計

㈱ＴＧ宮崎

本社

（宮崎県宮崎市）

他　６店舗

モバイル事業

・事務所

・携帯電話

ショップ

40 0 8 － 49
51

(15)

日本ワムネット㈱

本社

（東京都中央区）

 

ソリューション事業 ・事務所 0 － 57 － 57
39

(1)

（注）従業員数の（　）は、当事業年度末現在における臨時勤務者数を外書しております。

 

 

３【設備の新設、除却等の計画】

該当事項はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 400,000,000

計 400,000,000

 

②【発行済株式】

種類
事業年度末現在発行数（株）

（平成29年３月31日）
提出日現在発行数（株）
（平成29年６月21日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 79,074,000 79,074,000
㈱東京証券取引所

（市場第一部）

単元株式数

100株

計 79,074,000 79,074,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額

（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

平成24年４月１日～

平成25年３月31日

（注）１、２、３

78,440,381 78,952,800 7 3,106 7 5,593

平成25年４月１日～

平成26年３月31日

（注）１

52,800 79,005,600 20 3,127 20 5,613

平成26年４月１日～

平成27年３月31日

（注）１

68,400 79,074,000 26 3,154 26 5,640

（注）１．発行済株式総数、資本金および資本準備金の増加は、新株予約権（ストックオプション）の権利行使によるも

のであります。

２．平成24年５月31日付で自己株式を消却したことにより、発行済株式総数が117,985株（株式分割後を基準に算

出しますと23,597,000株）減少しております。

３．平成24年10月１日付で１株を200株に分割した結果、78,493,162株増加しております。
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（６）【所有者別状況】

平成29年３月31日現在
 

区分

株式の状況（１単元の株式数100株）
単元未満株
式の状況

（株）
政府及び地
方公共団体

金融機関
金融商品
取引業者

その他の
法人

外国法人等
個人その他 計

個人以外 個人

株主数（人） － 25 17 118 172 27 12,384 12,743 －

所有株式数

（単元）
－ 47,114 9,866 368,595 87,769 35 277,336 790,715 2,500

所有株式数の

割合（％）
－ 5.958 1.247 46.615 11.099 0.004 35.074 100.000 －

（注）自己株式23,345,796株は、「個人その他」に233,457単元および「単元未満株式の状況」に96株を含めて記載して

おります。

 

 

（７）【大株主の状況】

  平成29年３月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式総
数に対する所
有株式数の割
合（％）

住友商事㈱ 東京都中央区晴海一丁目８－11 23,345,400 29.52

㈱光通信 東京都豊島区西池袋一丁目４－10 11,933,400 15.09

日本マスタートラスト信託銀行㈱

（信託口）
東京都港区浜松町二丁目11－３ 1,520,700 1.92

日本トラスティ・サービス信託銀行

㈱（信託口）
東京都中央区晴海一丁目８－11 1,189,000 1.50

㈱インフォサービス 東京都豊島区西池袋一丁目４－10 1,143,000 1.44

ティーガイア従業員持株会 東京都渋谷区恵比寿四丁目１－18 743,800 0.94

NOMURA PB NOMINEES LIMITED

OMNIBUS-MARGIN (CASHPB)

（常任代理人　野村證券㈱）

1 ANGEL LANE, LONDON, EC 4R 3AB, UNITED

KINGDOM

（東京都中央区日本橋一丁目９－１）

611,000 0.77

野村證券㈱ 東京都中央区日本橋一丁目９－１ 528,700 0.66

JPMCB NA ITS LONDON CLIENTS AC

MORGAN STANLEY AND CO

INTERNATIONAL LIMITED

（常任代理人　㈱みずほ銀行決済営

業部）

25. CABOT SQUARE, LONDON E14 4QA, UNITED

KINGDOM

（東京都港区港南二丁目15－１）

515,500 0.65

THE BANK OF NEW YORK MELLON　

140044

（常任代理人　㈱みずほ銀行決済営

業部）

225 LIBERTY STREET, NEW YORK, NEW YORK,

U.S.A.

（東京都港区港南二丁目15－１）

450,700 0.56

計 ―――――― 41,981,200 53.09

（注）１．上記のうち、日本マスタートラスト信託銀行㈱、日本トラスティ・サービス信託銀行㈱の所有する株式数は、

すべて信託業務に係るものであります。

２．上記のほか、当社が保有している自己株式が23,345,796株あります。

３．前事業年度末において主要株主であった三菱商事㈱は、当事業年度末現在では主要株主ではなくなりました。
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（８）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成29年３月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　23,345,700 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　55,725,800 557,258
権利内容に何ら限定のない当

社における標準となる株式

単元未満株式 普通株式　　　 2,500 － －

発行済株式総数 79,074,000 － －

総株主の議決権 － 557,258 －

 

②【自己株式等】

平成29年３月31日現在
 

所有者の氏名

又は名称
所有者の住所

自己名義

所有株式数

（株）

他人名義

所有株式数

（株）

所有株式数

の合計

（株）

発行済株式

総数に対する

所有株式数

の割合（％）

㈱ティーガイア 東京都渋谷区恵比寿四丁目１番18号 23,345,700 － 23,345,700 29.52

計 － 23,345,700 － 23,345,700 29.52

 

（９）【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。
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２【自己株式の取得等の状況】

【株式の種類等】

会社法第155条第３号に該当する普通株式の取得又は会社法第155条第７号に該当する普通株式の取得
 

（１）【株主総会決議による取得の状況】

該当事項はありません。
 

（２）【取締役会決議による取得の状況】

区分 株式数（株） 価額の総額（円）

取締役会（平成28年２月22日）での決議状況
（取得期間 平成28年２月23日～平成28年４月28日）

13,100,100 12,824,997,900

当事業年度前における取得自己株式 － －

当事業年度における取得自己株式 13,045,400 12,771,446,600

残存決議株式の総数及び価額の総額 54,700 53,551,300

当事業年度の末日現在の未行使割合(％) 0.4 0.4

当期間における取得自己株式 － －

提出日現在の未行使割合(％) 0.4 0.4

 
（注）上記の取得自己株式は、平成28年２月22日付の取締役会において決議された公開買付けによる取得であ

り、その概要は以下のとおりです。

公開買付期間　：平成28年２月23日から平成28年３月22日まで

買付価格　　　：普通株式１株につき金979円

取得株式総数　：13,100,100株

取得価額の総額：12,824,997,900円
 

（３）【株主総会決議又は取締役会決議に基づかないものの内容】

 

区分 株式数（株） 価額の総額（円）

当事業年度における取得自己株式 39 74,880

当期間における取得自己株式 － －

（注）当期間における取得自己株式には、平成29年６月１日から有価証券報告書提出日までの単元未満株式の

買い取りによる株式数は含まれておりません。
 

（４）【取得自己株式の処理状況及び保有状況】

区　　分

当事業年度 当期間

株式数（株）
処分価額の総額

（円）
株式数（株）

処分価額の総額

（円）

引き受ける者の募集を行った取得自己株式 － － － －

消却の処分を行った取得自己株式 － － － －

合併、株式交換、会社分割に係る移転を

行った取得自己株式
－ － － －

その他（－） － － － －

保有自己株式数 23,345,796 － 23,345,796 －

（注）当期間における保有自己株式数には、平成29年６月１日からこの有価証券報告書提出日までの単元未満株式の買取

り及び売渡による株式は含まれておりません。
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３【配当政策】

当社は、業績の進展状況に応じて、将来の事業展開と経営基盤の強化のために必要な内部留保を確保しながら、

配当性向30％以上を目処として利益還元を実施することを基本方針としております。

当社は、中間配当と期末配当の年２回の剰余金の配当を行うことを基本方針としており、これら剰余金の配当の

決定機関は、中間配当については取締役会、期末配当については定時株主総会であります。

当連結会計年度の期末配当金につきましては、期初の配当予想額のとおり、１株当たり26円とさせていただくこ

とを決定しました。年間配当金は、昨年12月の中間配当金26円と合わせ、１株当たり52円（前期比９円増配）とな

ります。この結果、当連結会計年度の配当性向は30.1％となりました。

また、当連結会計年度において、総額127億71百万円の自己株式を取得いたしました。

なお、内部留保資金の使途につきましては、既存事業の基盤拡充・強化、人財育成、戦略的投資、新規事業や海

外市場への進出等に充当する方針であります。

当社は「取締役会の決議により、毎年９月30日を基準日として、中間配当を行うことができる。」旨を定款に定

めております。

 

第26期の剰余金の配当は以下のとおりです。

決議年月日 配当金の総額（百万円） １株当たり配当額（円）

平成28年11月８日

取締役会決議
1,448 26.00

平成29年６月21日

定時株主総会決議
1,448 26.00

 

 

４【株価の推移】

（１）【最近５年間の事業年度別最高・最低株価】

回次 第22期 第23期 第24期 第25期 第26期

決算年月 平成25年３月 平成26年３月 平成27年３月 平成28年３月 平成29年３月

最高（円）
164,600

※1,107
1,288 1,696 2,338 2,025

最低（円）
129,800

※687
796 852 1,073 1,232

（注）１．最高・最低株価は、東京証券取引所（市場第一部）におけるものであります。

２．※印は、株式分割（平成24年10月１日付で１株を200株に分割）による権利落ち後の株価であります。

 

（２）【最近６月間の月別最高・最低株価】

月別 平成28年10月 平成28年11月 平成28年12月 平成29年１月 平成29年２月 平成29年３月

最高（円） 1,642 1,715 1,929 1,961 1,958 2,025

最低（円） 1,440 1,524 1,705 1,782 1,745 1,906

（注）最高・最低株価は、東京証券取引所（市場第一部）におけるものであります。
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５【役員の状況】

男性　12名　女性　１名　（役員のうち女性の比率　7.7％）

役名 職名 氏名 生年月日 略歴 任期
所有
株式数
（株）

代表取締役

会長
 澁谷　年史 昭和30年３月18日生

 
昭和54年４月 住友商事㈱入社

平成４年９月 米国住友商事会社（ニューヨーク）

平成21年６月 北米住友商事グループＣＡＯ兼米国住

友商事会社（ニューヨーク）

平成22年４月 住友商事㈱メディア・ライフスタイル

総括部長

平成23年４月 同社執行役員メディア・ライフスタイ

ル総括部長

平成25年４月 同社執行役員メディア事業本部長

平成27年４月 当社社長付

平成27年６月 当社代表取締役社長執行役員

平成29年４月 当社代表取締役会長（現任）
 

平成29年６月

～

平成30年６月

6,500

代表取締役

社長

執行役員

社長
金治　伸隆 昭和35年３月18日生

 
昭和58年４月 住友商事㈱入社

昭和63年６月 同社サウジアラビア駐在

平成13年８月 米国住友商事会社（ニューヨーク）

平成17年４月 Presidio STX,LLC（米国）社長

平成19年10月 住友商事㈱ネットビジネス事業部長

平成20年10月 同社モバイル＆インターネット事業部

長

平成25年６月 当社社外取締役

平成26年４月

 

当社取締役副社長執行役員管理第一本

部長

平成27年４月

 

当社取締役副社長執行役員コーポレー

ト戦略本部長

平成28年４月 当社取締役副社長執行役員スマートラ

イフ事業本部長兼ソリューション事業

本部およびネットワーク事業本部分掌

（現任）

平成29年４月 当社代表取締役社長執行役員（現任）
 

平成29年６月

～

平成30年６月

1,800

取締役
副社長

執行役員
多田　総一郎 昭和32年２月３日生

 
昭和54年４月 住友商事㈱入社

平成４年７月 香港住友商事会社

平成20年６月 住友商事㈱輸送機建機・インフラ経理

部長

平成21年11月 同社インフラ・金融物流経理部長

平成23年４月 同社新産業・インフラ経理部長

平成25年４月 同社環境・インフラ経理部長

平成26年６月 当社常務執行役員管理第二本部長

平成27年４月 当社専務執行役員コーポレート財務本

部長兼リスク管理部長

平成27年６月 当社取締役専務執行役員コーポレート

財務本部長兼リスク管理部長

平成28年４月 当社取締役副社長執行役員コーポレー

ト財務本部長（現任）
 

平成29年６月

～

平成30年６月

300

取締役
専務

執行役員
近田　　剛 昭和38年３月13日生

 
昭和60年４月 住友商事㈱入社

平成４年７月 上海住友商事（中国）機電部長

平成15年10月 Sumitomo Corporation Equity Asia

Limited（香港）社長

平成22年４月 住友商事㈱新事業投資部長

平成25年４月 同社投資開発部長

平成26年８月 同社投資開発部長兼通信事業部長

平成27年４月 同社総合モバイル事業部長

平成27年６月 当社社外取締役

平成28年４月 当社取締役専務執行役員コーポレート

戦略本部長兼中国事業推進部長

平成29年４月 当社取締役専務執行役員コーポレート

戦略本部長兼業務改革推進部長（現

任）
 

平成29年６月

～

平成30年６月

300
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役名 職名 氏名 生年月日 略歴 任期
所有
株式数
（株）

取締役

(非常勤)
 小池　浩之 昭和39年９月４日生

 
昭和62年４月 住友商事㈱入社

平成20年11月 Presidio STX,LLC（米国）副社長

平成21年６月 米国住友商事会社（ニューヨーク）経

営企画部長

平成26年４月 住友商事㈱モバイル＆インターネット

事業部長

平成26年６月 当社社外取締役

平成27年４月 住友商事㈱ＩＴソリューション事業部

長兼投資開発部長

平成28年４月 同社ネットワーク事業本部長

平成28年６月 当社取締役（現任）

平成28年６月 ＳＣＳＫ㈱取締役（現任）

平成28年10月 住友商事㈱ＩＣＴ事業本部長（現任）
 

平成29年６月

～

平成30年６月

－

取締役

(非常勤)
 福岡　　徹 昭和43年７月25日生

 
平成５年４月 住友商事㈱入社

平成13年９月 スタンフォード大学 Asia Pacific

Research Center（米国）,Visiting

Fellow

平成14年12月 Presidio Venture Partners,LLC（米

国）,Director

平成28年４月 住友商事㈱総合モバイル事業部長

平成28年６月 当社取締役（現任）

平成28年10月 住友商事㈱モバイルソリューション事

業第一部長（現任）
 

平成29年６月

～

平成30年６月

－

取締役

(非常勤)
 新　将命 昭和11年９月13日生

 
昭和34年４月 シェル石油㈱（現昭和シェル石油㈱）

入社

昭和44年４月 日本コカ・コーラ㈱コカ・コーラブラ

ンドマネージャー

昭和46年４月 同社関西営業部長

昭和53年４月 ジョンソン・エンド・ジョンソン㈱常

務取締役

昭和54年４月 同社専務取締役

昭和57年４月 同社代表取締役

平成２年５月 ㈱国際ビジネスブレイン代表取締役社

長（現任）

平成４年６月 日本サラ・リー㈱代表取締役社長

平成６年７月 サラ・リーコーポレーション（米国総

本社）副社長

平成７年４月 日本フィリップス㈱代表取締役社長

平成11年４月 ㈱日本ホールマーク代表取締役社長

平成23年６月 健康ホールディングス㈱（現ＲＩＺＡ

Ｐグループ㈱）社外取締役（現任）

平成26年６月 当社社外取締役（現任）

平成28年１月 小林産業㈱社外取締役（現任）
 

平成29年６月

～

平成30年６月

－
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役名 職名 氏名 生年月日 略歴 任期
所有
株式数
（株）

取締役

(非常勤)
 浅羽　登志也 昭和37年６月12日生

 
平成元年４月 ㈱リクルート入社

平成７年４月 ㈱インターネットイニシアティブネッ

トワーク技術部長

平成８年３月 IIJ America Inc. Director

平成９年９月 インターネットマルチフィード㈱取締

役技術部長

平成10年10月 ㈱クロスウェイブコミュニケーション

ズ技術企画部長

平成11年６月 同社取締役

平成11年６月 ㈱インターネットイニシアティブ取締

役Ｃｏ-ＣＴＯ

平成16年６月 同社取締役副社長

平成16年６月 エヌ・ティ・ティレゾナント㈱取締役

平成20年６月 ㈱ＩＩＪイノベーションインスティ

テュ－ト代表取締役

平成24年４月 ㈱ストラトスフィア代表取締役

平成27年６月 ㈱ＩＩＪイノベーションインスティ

テュート取締役（現任）

平成27年６月 ガイアラボ（同）代表社員（現任）

平成28年６月 当社社外取締役（現任）
 

平成29年６月

～

平成30年６月

－

取締役

(非常勤)
 出口　恭子 昭和40年12月12日生

 
平成元年４月 ベイン・アンド・カンパニー・ジャパ

ン・インコーポレイテッド入社

平成10年２月 ディズニー・ストア・ジャパン㈱プラ

ンニングシニアディレクター

平成11年２月 同社シニアファイナンスディレクター

平成13年３月 日本ＧＥプラスチックス㈱取締役CFO

平成16年４月 Janssen Pharmaceutica（現Ortho

Neurologics）（米国）プロダクト・

ディレクター

平成17年９月 Janssen-Cilag Pty Ltd.（オーストラ

リア）消化器領域・疼痛・OTC事業部

門本部長

平成19年１月 ヤンセンファーマ㈱マーケティング本

部副本部長

平成21年８月 日本ストライカー㈱取締役グローバル

マーケティングバイスプレジデント

平成24年１月 同社代表取締役社長

平成25年３月 ㈱ベルシステム24専務執行役社長室長

兼経理財務本部管掌

平成26年３月 アッヴィ(同)社長

平成26年７月 日本スキー場開発㈱社外取締役(現任)

平成27年２月 医療法人社団色空会最高執行責任者

（現任）

平成28年３月 クックパッド㈱社外取締役（現任）

平成28年６月 当社社外取締役（現任）
 

平成29年６月

～

平成30年６月

100
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役名 職名 氏名 生年月日 略歴 任期
所有
株式数
（株）

監査役

(常勤)
 奥谷　直也 昭和35年５月16日生

 
昭和58年４月 住友商事㈱入社

平成５年５月 シンガポール住友商事

平成25年１月 住友商事㈱コーポレート・コーディ

ネーショングループ環境・ＣＳＲ部

長

平成27年４月 当社常務執行役員スマートライフ事

業本部長兼スマートサービス推進部

長

平成28年４月 当社常務執行役員社長付

平成28年６月 当社監査役（現任）
 

平成28年６月

～

平成32年６月

110

監査役

(常勤)
 橋本　　良 昭和34年12月６日生

 
昭和57年４月 住友商事㈱入社

平成８年12月 英国住友商事会社（ロンドン）

平成12年６月 ベネルックス住友商事会社（ブラッ

セル）

平成20年９月 住友商事㈱コーポレート・コーディ

ネーショングループ秘書部長

平成23年６月 同社フィナンシャル・リソーシズグ

ループフィナンシャル業務部長

平成25年３月 同社フィナンシャル・リソーシズグ

ループコーポレート経理部長兼フィ

ナンシャル・リソーシズグループ長

付兼住友商事フィナンシャルマネジ

メント㈱

平成27年４月 同社コーポレート部門コーポレート

経理部長兼住友商事フィナンシャル

マネジメント㈱

平成28年６月 当社監査役（現任）
 

平成28年６月

～

平成31年６月

－

監査役

(非常勤)
 蒲　　俊郎 昭和35年９月10日生

 
平成５年４月 弁護士登録

平成15年６月 城山タワー法律事務所設立代表弁護

士（現任）

平成17年４月 桐蔭横浜大学大学院法務研究科教授

（現任）

平成18年３月 ガンホー・オンライン・エンターテ

イメント㈱社外監査役（現任）

平成19年８月 ㈱ケイブ社外監査役（現任）

平成22年４月 桐蔭法科大学院法科大学院長(現任)

平成25年６月 当社社外監査役(現任）

平成26年６月 学校法人桐蔭学園理事（現任）

平成27年３月 ㈱ピアラ社外監査役（現任）

平成27年６月 一般財団法人東京都営交通協力会理

事（現任）

平成29年４月 ㈱Ｊ.Ｓｃｏｒｅ社外監査役（現任）
 

平成29年６月

～

平成33年６月

5,000

監査役

（非常勤）
  北川　哲雄 昭和36年８月17日生

 
昭和60年９月 青山監査法人入社

平成元年３月 公認会計士登録

平成14年７月 中央青山監査法人代表社員

平成18年９月 あらた監査法人（現ＰｗＣあらた有限

責任監査法人）代表社員

同法人化学・医薬・産業資材監査部

リーダー

平成25年７月 同法人リスク管理・コンプライアンス

室独立性管理グループリーダー

平成26年８月 日本公認会計士協会倫理委員会副委員

長（現任）

平成28年７月 北川哲雄公認会計士事務所開設代表

（現任）

平成29年６月 当社社外監査役（現任）
 

平成29年６月

～

平成33年６月

ー

計 13名 ―   14,110
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（注）１．取締役 新将命、取締役 浅羽登志也および取締役 出口恭子は、社外取締役であります。

２．監査役 蒲俊郎および監査役 北川哲雄は、社外監査役であります。

３．当社では、意思決定・監督と執行の分離による取締役会の活性化のため、執行役員制度を導入しております。

平成29年２月23日付取締役会決議にて執行役員を選任し、下記の通り職名を決定いたしました。

代表取締役社長執行役員 金治伸隆、取締役副社長執行役員コーポレート財務本部長 多田総一郎、取締役専務

執行役員コーポレート戦略本部長兼業務改革推進部長 近田剛、専務執行役員ネットワーク事業本部長 福島守

司、常務執行役員西日本支社長 川下慎吾、常務執行役員モバイル第二事業部門長 俣野通宏、常務執行役員モ

バイル第一事業部門長 吉元啓介、常務執行役員スマートライフ事業本部長兼決済サービス事業一部長 島田孝

一、常務執行役員ソリューション事業本部長 上地弘祥、上席執行役員コーポレート戦略本部副本部長兼法務

部長 原口典紀、上席執行役員スマートライフ事業本部副本部長兼決済サービス事業二部長 福井信之、執行役

員モバイル第二事業部門部門長補佐兼営業第二本部長 米田壽男、執行役員コーポレート戦略本部経営企画部

長 塩屋知之、執行役員東海支社長 藤波雅之、執行役員モバイル第二事業部門部門長補佐兼営業第三本部長

濱西泰生、執行役員九州支社長 石川信幸、執行役員コーポレート戦略本部人事・総務部長 大和田成伸、執行

役員モバイル第一事業部門部門長補佐兼営業第一本部長 武田敏和の18名であります。
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６【コーポレート・ガバナンスの状況等】

（１）【コーポレート・ガバナンスの状況】

(1) コーポレート・ガバナンスに関する基本的な考え方

当社は、コーポレート・ガバナンスを企業活動を律する枠組みとして捉え、株主の権利・利益が守られ、平等に

保障されることが重要であると考えております。加えて、顧客、取引先、従業員、地域社会等、株主以外のステー

クホルダーに対してもそれぞれの権利・利益の尊重と円滑な関係の構築を果たしていく必要があると考えており、

これらのコーポレート・ガバナンスに関する基本的な考え方を「コーポレート・ガバナンス基本方針」として定

め、当社ウェブサイトで開示しております。また、より良いガバナンス体制を構築・維持しつつ、事業活動の遂行

に努めることが社会における企業としての使命であるとの認識の下、「経営の透明性の確保」および「企業価値の

保全と向上」の両面から、制度的枠組を整えるとともに実効を上げるべく日常活動を推進しております。

(2) コーポレート・ガバナンスに関する施策の実施状況

① 企業統治の体制

イ.会社の機関等の内容および現状の体制を採用している理由

当社は、業務に精通した取締役を中心にスピード感のある経営が可能であると同時に、通信業界や企業経営に

精通している社外取締役が取締役の職務執行に対する監督や外部的視点からの助言を行っております。

また、企業経営、財務、経理、会計、法務等の専門的な見識を有する監査役が、内部監査部・監査法人と連携

して監査を行うことにより業務の適正性を確保できる体制となっているため、「監査役会設置会社」の形態を採

用しております。

各機関における機能、運営、活動状況は以下のとおりです。

 

〔取締役会および取締役〕

取締役会は、重要事項を決定するとともに、取締役の職務執行が効率的かつ適正に行われているかを監督しま

す。取締役会は、社外取締役３名を含む全取締役９名（内、独立役員３名）で構成され、全監査役４名（内、独

立役員２名）も出席し、毎月１回定時取締役会を開催しており、必要に応じて臨時取締役会を開催し、機動的な

経営を実現しております。

なお、取締役の選任方針は以下の通りであります。

 

１）取締役（社内）

取締役（社内）は、誠実な人格、経営に対する高い見識と能力を有し、情報通信分野をはじめとする専門的

知識と豊富な経験を兼ね備えたものを候補者とし、その性別、国籍は問わない。

 

２）社外取締役

社外取締役は、誠実な人格、経営に対する高い見識と能力を有し、業務執行の監督および出身分野や企業経

営における広範な知識・経験に基づく外部的視点からの助言が行えるものを候補者とし、その性別、国籍は問

わない。

 

〔監査役会および監査役〕

当社の監査役４名のうち、社外監査役は２名（内、独立役員２名）であり、職歴や経験、専門的な知識等を生

かして適法性の監査に留まらず、公正・中立な立場から経営全般に関する助言を行っております。監査役会は、

原則として月１回開催され、監査役４名が協議・報告等を行っております。また、常勤監査役２名が、取締役会

や経営会議を始めとする社内の重要会議に出席し、経営方針の決定状況および取締役の職務執行状況を監視する

体制となっております。更に監査役は内部監査部および監査法人との連携を適宜図り、意見交換および情報交換

を通じて内部統制体制の強化に努めております。

なお、監査役の選任方針は以下の通りであります。

 

誠実な人格、経営に対する高い識見・経験・能力、業務上の専門的知識とマネジメント経験を持ち、当社の持

続的成長・発展と中長期的な企業価値の向上に資すると判断されるものを候補者とし、国籍・性別等は問わな

い。特に独立社外監査役については、法律・会計・企業経営等における高度な専門知識と豊富な経験を有するも

のを候補者とする。

 

〔指名委員会および報酬委員会〕

当社は、経営の透明性を高めるべく、取締役会の諮問機関として指名委員会および報酬委員会を設置しており

ます。指名委員会は、取締役および常務執行役員以上の執行役員の選任・解任案を、報酬委員会は取締役および

執行役員の報酬案等を取締役会に対し提案することを目的としております。

指名委員会および報酬委員会は、社外取締役および代表取締役ならびに代表取締役社長が指名する取締役から

構成され、委員は取締役会にて決定されます。
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〔経営会議〕

経営会議では、会社経営全般に関する重要な方針や取締役会付議・報告事項等、経営に関わる重要事項につい

て協議を行うとともに、経営会議出席者相互の情報交換を通じて、業務執行上の意思疎通の円滑化を図っており

ます。

経営会議は、常務以上の役付執行役員が出席しており、定期開催の他、必要に応じて臨時経営会議を開催して

おります。

 

〔執行役員会〕

執行役員会では、業務執行上の重要事項を伝達・報告することで部門間の意思疎通を図っております。

執行役員会は、取締役会によって選任された全執行役員18名で構成されます。

 

〔内部監査部〕

当社は独立した社長直轄の内部監査部（人員15名）を設置しており、内部監査規程に基づき、会計監査・業務

監査（定例業務監査・個人情報保護監査）等を実施しております。

内部監査部は予め策定された内部監査計画に基づいて監査を実施いたしますが、社長より特に命ぜられた場合

は、特命監査を実施いたします。

内部監査結果については内部監査報告書を作成し、被監査部門は同報告書での指摘事項に基づき、フォロー

アップ報告書を作成し、速やかに業務改善に反映させる体制となっております。

 

〔会計監査人〕

当社は、会計監査人として有限責任監査法人トーマツを選任しております。

 

ロ.内部統制に関する体制や環境の整備状況

１）取締役および使用人の職務の執行が法令・定款に適合することを確保する体制

・法令遵守および倫理維持（「コンプライアンス」）を業務遂行上の最重要課題の一つとして位置づけ、

「コンプライアンス規程」を制定し、全ての役職員に遵守を求めております。

・チーフコンプライアンスオフィサー（委員長）を設置し、社長および役付執行役員等を構成メンバーとす

るコンプライアンス委員会を「コンプライアンス委員会規程」に基づき随時開催するとともに、その下部

実行組織としてコンプライアンス推進部を設置し、コンプライアンス体制の整備と有効性の維持・向上を

図っております。

・コンプライアンス意識を徹底・向上させるために、役職員を対象とするコンプライアンス研修を整備・充

実しております。

・コンプライアンスに関する報告・相談ルートは、社外の弁護士および第三者機関へのものも含め社内外に

複数設置しております。

・コンプライアンス違反者に対しては、就業規則に基づく懲戒を含め厳正に対処しております。

・法令・社内規程・規則等の遵守状況について日常的に相互監視を行うとともに、定期的に監査を行い会社

経営に対する影響の評価分析を行っております。

２）取締役の職務の執行に係る情報の保存・管理に関する体制

・取締役の職務の執行に係る情報の保存および管理につき、取締役会議事録、稟議書その他取締役の職務の

執行に係る文書その他の情報（電磁的記録含む）を「文書管理規程」、「情報システム管理規程」等の社

内規程に従って適切に保存および管理し、必要に応じて保存および管理状況の検証、規程等の見直しを

行っております。

・取締役および監査役は、これらの文書等をその要請に基づき速やかに閲覧できるものとしております。

３）損失の危険の管理に関する規程その他の体制

・当社グループの事業活動に係る様々な損失の危険（「リスク」）の管理とそれらリスクの顕在化を未然に

防止する目的で、リスク情報を収集・分析して予兆の早期発見を行うとともに、リスク発生時には迅速か

つ的確な施策が実施できるように、「リスク管理規程」等を制定し、リスクの種類に応じ所管責任部署を

定めております。また、リスク管理委員会を定期的に開催し、リスク管理体制の構築、維持、向上を図っ

ております。

・当社グループの各組織の長は、「職務権限規程」等に基づき付与された権限の範囲内で事業を履行し、事

業の履行に伴うリスクを管理しております。付与された権限を越える事業を行う場合は「職務権限規程」

等に定める稟議申請・報告手続きを行い、許可された当該事業の履行に係るリスクを管理しております。

・内部監査部は、「内部監査規程」に従い、本部・支社および部・支店において、法令・定款・諸規程に

従って適法かつ適正に業務が行われているかどうかを定期的に監査し、監査結果を社長に報告しておりま

す。

４）取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制
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・取締役会は、重要事項を決定するとともに、取締役の職務執行が効率的かつ適正に行われているかを監督

する。また、取締役の人数は、取締役会において十分な議論を尽くし、迅速かつ合理的な意思決定を行う

ことができる範囲内としております。

・経営会議を設置し、会社経営全般に関する重要な方針や取締役会付議・報告事項等、経営に関わる重要事

項について協議を行う。また、経営会議メンバー相互の情報交換を通じて、業務執行上の意思疎通の円滑

化を図っております。

・執行役員制度：経営における「意思決定ならびに業務執行監督」機能と、「業務執行」機能とを分離する

ことにより、取締役会の機能を強化するとともに業務執行の迅速化を図っております。執行役員は取締役

会により選任され、取締役会が定める責務を遂行しております。

・本部・支社および部・支店を業務執行単位とし、本部長・支社長および部長・支店長に対して「職務権限

規程」に基づく一定の権限を付与することで、現場に密着したスピード感のある経営を実践させておりま

す。また、本部・支社および部・支店を採算単位とすることで、本部・支社における経営状況の透明性を

確保しております。

・稟議申請・報告制度：職務執行については、職務権限および業務分掌等の規程に基づき、権限と責任を明

確にした権限の委譲を行い、迅速な職務の執行を確保しております。権限を越える事項の実施について

は、管理部門等の専門分野の見地から審議の上、規程に定められた決裁を受けております。必要に応じて

規程および稟議申請・報告手続き等の見直しを行い、取締役の職務の執行が適正かつ効率的に行われる体

制の構築、維持、向上を図っております。

５）株式会社ならびにその親会社および子会社から成る企業集団における業務の適正を確保するための体制

・子会社の自立経営を原則とした上で、「関係会社管理規程」に基づき、子会社の事業と最も関係が深い事

業を担当する本部・支社および部・支店等が所轄責任部署となり、子会社の営業成績・財務情報その他の

重要な情報について定期的に報告を求め、子会社の経営状況を把握し、適切な連結経営体制を構築・維持

するとともに、「関係会社管理規程」に基づく事項および「内部監査規程」に基づく監査の結果について

報告を求めております。また、出資者として適切な意思表示を子会社の経営者に対して行っております。

・グループ企業全体としてのコンプライアンス体制構築と運用を行い、必要に応じて外部の法律事務所にア

ドバイスを受ける体制を整備しております。また当社グループの役職員に対し、年一回、法令遵守等に関

する研修を行い、コンプライアンス意識の醸成を図っております。

・「関係会社管理規程」において子会社における職務権限、指揮命令系統を定めて、これに準拠した体制を

構築させております。

６）監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合における当該使用人に関する事項

・監査役が監査役の職務を補助する職員を必要とする場合、代表取締役に対して監査業務を補助するのに必

要な知識・能力を具備した職員を配置することを要請できるものとしております。

７）前号の使用人の取締役会からの独立性に関する事項

・前号により配置される職員に対する指揮命令権は監査役にあり、取締役からの指揮命令は受けないものと

しております。また、前号により配置される職員の独立性・実効性を確保するため、当該職員の人事評価

や人事異動、懲戒等に関しては、代表取締役が常勤監査役の同意を得た上で決定しております。

８）取締役および使用人が監査役に報告するための体制その他の監査役への報告に関する体制

・監査役は、取締役会、経営会議、執行役員会、およびその他の重要な会議に出席することができます。

・監査役は、重要関係書類等の閲覧および当該資料の提出を要求できます。

・監査役は、随時必要に応じ、当社グループの役職員からの報告を受けることができます。

・監査役は、子会社の往査ならびに子会社の監査役との日頃の連携を通して、子会社管理の状況の監査を

行っております。

・取締役および当社グループの役職員またはこれらの者から報告を受けた者は、以下の事態については、監

査役会または監査役会が指名する監査役（以下、「特定監査役」）に対して、報告を行っております。

１．会社に著しい損害や重大なコンプライアンス違反が発生した場合および発生のおそれがある場合

２．特定監査役が報告を求めた事項、その他監査上必要と判断される事項（例、後発事象）

３．「コンプライアンス報告・相談規程」において、当社グループの役職員またはこれらの者から報告を

受けた者が監査役に直接通報をすることができる旨を定めるとともに、当該通報したこと自体による

解雇その他の不利益な取扱いの禁止を明記する。
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９）その他監査役の監査が実効的に行われていることを確保するための体制

・取締役は、監査役の職責等を明確にした監査役監査基準を熟知し、監査役監査の重要性等を十分認識して

おります。また、監査の環境整備を行っております。

・監査役は、内部監査部と緊密な連携を保ち、内部監査部より内部監査の計画および結果について適時報告

を受け、効率的な監査に役立てております。

・監査役は、会計監査人との定期的会合の開催や期末実地監査への立会い等を通じて、会計監査人の監査活

動の把握と情報交換を図るとともに、監査活動の効率化、質的向上に努めております。

10）監査役の職務の執行について生ずる費用または債務の処理に係る方針に関する事項

・監査役が、その職務の執行について生ずる費用の前払いまたは償還等の請求をしたときは、当該監査役の

職務の執行に必要でないと認められた場合を除き、当該費用または債務を処理しております。

 

ハ.会社の機関の内容および内部統制システムを示す図表

当社グループのコーポレート・ガバナンス体制および内部統制システムの概要についての模式図は下記の通り

となっております。

 

 

ニ.責任限定契約の内容の概要

当社と取締役（業務執行取締役等であるものを除く）および監査役は、会社法第427条第１項および当社定款

第28条、第38条に基づき、会社法第423条第１項の損害賠償責任を限定する契約を締結しております。当該契約

に基づく損害賠償責任の限度額は、会社法第425条第１項に規定する最低責任限度額を限度としております。な

お、当該責任限定が認められるのは、当該取締役または監査役が責任の原因となった職務の遂行について善意に

してかつ重大な過失がないときに限られます。

 

② 内部監査および監査役監査の状況、会計監査の状況

内部監査部門として、社長直属で内部監査部を設置しており、専任スタッフは15名となっております。内部監査

部は、予め策定された内部監査計画に基づいて、業務監査、個人情報保護監査、内部統制独立部署評価等を実施し

ております。内部監査結果については内部監査報告書を作成し、被監査部門は内部監査部からの指摘事項に基づ

き、フォローアップ報告書を作成し、速やかに業務改善に反映させる体制となっております。
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監査役は４名のうち、２名が社外監査役です。監査役会および監査役に専任スタッフは配置されておりません

が、内部監査部と必要の都度、情報交換・意見交換を行うなど連携を密にして監査の効率を向上させております。

また、監査役の監査活動は、各取締役へのヒアリング、取締役会への出席、その他重要会議への出席、支社・支

店・ショップへの往査、各部門へのヒアリング等を実施しております。なお、社外監査役 北川哲雄氏は、公認会計

士の資格を有し、長年にわたり財務・会計業務に携わっており、財務および会計に関する相当程度の知識を有して

おります。また、監査法人と監査役は監査計画、監査実施状況、会計監査結果等について四半期決算時および本決

算時等に打合せを実施し連携をとっております。

会計監査業務を執行した公認会計士の氏名および、所属する監査法人は下記のとおりとなっております。

業務を執行した公認会計士の氏名 所属する監査法人名

指定有限責任社員　業務執行社員　　川島　繁雄 有限責任監査法人　トーマツ

指定有限責任社員　業務執行社員　　福士　直和 有限責任監査法人　トーマツ

（注）継続監査年数については、全員７年以内であるため、記載を省略しております。

また、会計監査業務の補助者は有限責任監査法人トーマツに所属する公認会計士６名、その他７名の計13

名により構成されております。

 

③ 社外取締役および社外監査役

イ．独立性判断基準

当社は、次の各項目のいずれにも該当しない場合に独立性を有しているものと判断しております。

 

１）当社又は当社の子会社（関係会社）（以下総称して「当社グループ」）の業務執行者であるもの、又は過去

において業務執行者であったもの

２）当社の親会社・兄弟会社の取締役、監査役、会計参与、執行役、執行役員又は支配人その他の使用人である

もの、又は最近５年間において当社の現在の親会社・兄弟会社の取締役、監査役、会計参与、執行役、執行

役員又は支配人その他の使用人であったもの

３）当社グループを主要な取引先とするもの、又はその業務執行者、又は最近３年間において業務執行者であっ

たもの（主要な取引とは直近の事業年度における年間連結総売上高の２％以上の取引）

４）当社グループの主要な取引先、又はその業務執行者、又は最近３年間において業務執行者であったもの（主

要な取引とは直近の事業年度における年間連結総売上高の２％以上の取引）

５）最近３年間において、当社グループより役員報酬以外に年間1,000万円を超える金銭その他の財産上の利益

を得ているコンサルタント、弁護士、公認会計士等の専門的サービスを提供するもの（但し、当該財産を得

ているものが法人、組合等の団体である場合は当社から得ている財産が年間収入の２％を超える団体に属す

るもの）

６）最近３年間において、当社グループの主要借入先又はその業務執行者であるもの（主要な借入とは直近の事

業年度末における連結総資産の２％以上の額を当社グループに融資しているもの）

７）当社の主要株主もしくはその業務執行者であるもの、又は最近５年間において業務執行者であったもの

８）当社グループから年間1,000万円の寄付を受けているもの（但し、当該寄付を得ているものが法人、組合等

の団体である場合は、当社グループから得ている財産が年間収入の２％を超える団体の業務執行者であるも

の）、又は最近３年間において業務執行者であったもの

９）当社の会計監査人又はその社員等として当社グループの監査業務を担当しているもの、又は最近３年間にお

いて当該社員等として当社グループの監査業務を担当していたもの

10）当社が現在主要株主である会社の取締役、監査役、会計参与、執行役、執行役員又は支配人その他の使用人

であるもの

11）当社グループから取締役もしくは監査役を受け入れている会社又はその親会社もしくは子会社の取締役、監

査役、会計参与、執行役又は執行役員であるもの

12）当社グループの取締役、執行役、執行役員又は支配人その他の使用人のいずれかに該当するものの二親等以

内の親族であるもの、又は最近３年間において、当社グループの取締役、執行役、執行役員又は支配人その

他の使用人のいずれかに該当したものの二親等以内の親族であるもの

13）上記２から10のいずれかに掲げるもの（但し、重要な地位にあるものに限る）の二親等以内の親族であるも

の

14）当社の社外役員として任期が８年を超えているもの

15）前各号のほか、当社と利益相反関係が生じうるなど、独立性を有する社外役員としての職務を果たすことが

できない特段の事由を有しているもの
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ロ．会社と社外取締役および社外監査役との人的関係、資本的関係、または取引関係その他の利害関係の概要

当社の社外取締役は３名、社外監査役は２名であります。

社外取締役 新将命氏は、多岐にわたる事業法人において代表取締役を勤めるなど、経営者としての豊富な経験

および優れた見識を有しております。また、平成26年からは、当社の社外取締役として業務執行者の監督に携わ

り、その手腕を発揮しております。同氏がこれまで培った経験および見識を、当社事業活動の監督および意思決定

に活かしていただく観点から、社外取締役として招聘しております。なお、経歴からも一般株主と利益相反が生じ

るおそれはないと判断し、独立役員として指定しております。

社外取締役 浅羽登志也氏は、特に情報通信分野についての深い見識を有しており、また、他社において経営者

およびＣＴＯとしての豊富な経験および優れた見識を有しております。また、平成28年からは、当社の社外取締役

として業務執行者の監督に携わり、その手腕を発揮しております。同氏がこれまで培った経験および見識を、当社

事業活動の監督および意思決定に活かしていただく観点から、社外取締役として招聘しております。なお、経歴か

らも一般株主と利益相反が生じるおそれはないと判断し、独立役員として指定しております。

社外取締役 出口恭子氏は、多岐にわたる事業法人において代表取締役を勤めるなど、経営者およびＣＦＯとし

ての豊富な経験および優れた見識を有しております。また、平成28年からは、当社社外取締役として業務執行者の

監督に携わり、その手腕を発揮しております。同氏がこれまで培った経験および見識を当社事業活動の監督および

意思決定に活かしていただく観点から、社外取締役として招聘しております。なお、経歴からも一般株主と利益相

反が生じるおそれはないと判断し、独立役員として指定しております。

社外監査役 蒲俊郎氏は、弁護士として企業法務に精通し、豊富な経験と見識を有し、更にＩＴ・インターネッ

ト分野においても深い見識を有しております。また、平成25年からは、当社の社外監査役として適切な監査を実施

いただいております。これらの経験と見識を、経営全般の監視と適正な監査活動に活かしていただく観点から、社

外監査役として招聘しております。また、経歴からも一般株主と利益相反が生じるおそれはないと判断し、独立役

員として指定しております。

社外監査役 北川哲雄氏は、公認会計士として財務・会計分野に精通し、豊富な経験と見識を有しており、これ

らの経験と見識を、経営全般の監視と適正な監査活動に活かしていただく観点から、社外監査役として招聘してお

ります。なお、同氏は、会社経営に直接関与した経験はありませんが、上記理由により当社の社外監査役としてそ

の職務を適切に遂行できるものと判断しております。また、経歴からも一般株主と利益相反が生じるおそれはない

と判断し、独立役員として指定しております。

なお、社外取締役および社外監査役個人と当社との間に特別な利害関係はありません。社外取締役および社外監

査役による当社株式の保有状況は「５役員の状況」の「所有株式数」に記載の通りであります。

 

ハ．社外取締役および社外監査役の機能・役割等

社外取締役３名に関しては、情報通信業界や企業経営に関する豊富な経験、知識があることを重要視したことに

加えて、取締役の職務執行に対する監督や外部的視点からの助言が期待できることから、当社が社外取締役として

招聘しております。

社外監査役２名に関しては、企業経営、財務、経理、監査業務の豊富な経験、知識や、公認会計士または弁護士

としての専門的な経験、知識等を重要視していることに加え、適法性の監査に留まらず、専門的な経験、知識を活

かして公正・中立な立場で経営全般に関する助言が期待できることから、当社が社外監査役として招聘しておりま

す。

 

④ 役員報酬の内容

イ．当期における役員区分ごとの報酬等の総額、報酬等の種類別の総額および対象となる役員の員数

役　員　区　分
報酬等の総額

（百万円）

基本報酬

（百万円）

対象となる役員

の員数（人）

取　締　役

（社外取締役を除く）
176 176 6

監　査　役

（社外監査役を除く）
35 35 2

社外役員 34 34 6

 

ロ．役員報酬の決定方針等

当社は、役員報酬制度を定めるとともに、決定プロセスの透明性と金額の妥当性確保の為、取締役会の諮問機

関である報酬委員会が役員の報酬案等を策定の上、取締役会に提案し、取締役会で報酬を決定しております。な

お、役員賞与および役員退職慰労金を廃止し、役員報酬は基本報酬のみとしております。
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⑤ 定款で取締役の定数について定め、また、取締役の選解任の決議要件につき、会社法と別段の定めをした内容

取締役の員数については12名以内とする旨を定款で定めております。また、取締役の選任決議および取締役を解

任する場合における株主総会の決議は、議決権を行使することができる株主の議決権の３分の１以上を有する株主

が出席し、その議決権の過半数をもって行う旨を定款で定めております。

 

⑥ 株主総会決議事項を取締役会で決議することができることとした事項およびその理由、ならびに株主総会の特別

決議要件を変更した内容およびその理由

イ.株主総会決議事項を取締役会で決議することができることとした事項およびその理由

１）当社は、機動的な資本政策の遂行を可能にするため、自己株式の取得について、会社法第165条第２項の定

めにより、取締役会の決議によって市場取引等により自己の株式を取得することができる旨を定款で定めて

おります。

２）当社は、従来どおりの中間期末日および期末日を基準とした年２回の配当を行っております。中間配当につ

いては、会社法第454条第５項の定めにより、取締役会の決議によって毎年９月30日を基準日として、中間

配当を行うことができる旨を定款に定めております。

３）当社は、取締役および監査役が期待される役割を十分に発揮できるよう、会社法第426条第１項の定めによ

り、取締役会の決議によって会社法第423条第１項の取締役（取締役であった者を含む。）および監査役

（監査役であった者を含む。）の賠償責任を法令の定める限度において免除することができる旨を定款で定

めております。

当社は、会社法第427条第１項の規程の定めにより、取締役（業務執行取締役等であるものを除く）および

監査役との間に、会社法第423条第１項の賠償責任を法令の限度において限定する契約を締結することがで

きる旨を定款で定めております。

 

ロ.株主総会の特別決議要件を変更した内容およびその理由

決議の方法について当社定款では、株主総会の円滑な運営を行うため、次の内容を定めております。

株主総会の決議は、法令または当社定款に別段の定めがある場合を除き、出席した議決権を行使することがで

きる株主の議決権の過半数をもって行います。また、会社法第309条第２項に定める決議は、議決権を行使するこ

とができる株主の議決権の３分の１以上を有する株主が出席し、その議決権の３分の２以上に当たる多数をもっ

て行います。
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⑦ 株式の保有状況

イ．投資株式のうち保有目的が純投資目的以外の目的であるものの銘柄数及び貸借対照表計上額の合計額

11銘柄　563百万円

 

ロ．保有目的が純投資目的以外の目的である投資株式の保有区分、銘柄、株式数、貸借対照表計上額及び保有目的

（前事業年度）

特定投資株式

銘柄 株式数（株）
貸借対照表計上額

（百万円）
保有目的

㈱ヤマダ電機 300,000 159 取引・協業関係の構築・維持・強化のため。

㈱ＮＴＴドコモ 22,500 57 取引・協業関係の構築・維持・強化のため。

㈱メディアドゥ 4,000 6 取引・協業関係の構築・維持・強化のため。

㈱ミスターマックス 22,344 6 取引・協業関係の構築・維持・強化のため。

協立情報通信㈱ 1,500 2 取引・協業関係の構築・維持・強化のため。

 

（当事業年度）

特定投資株式

銘柄 株式数（株）
貸借対照表計上額

（百万円）
保有目的

㈱バリューデザイン 66,700 297 取引・協業関係の構築・維持・強化のため。

㈱ヤマダ電機 300,000 166 取引・協業関係の構築・維持・強化のため。

㈱ＮＴＴドコモ 22,500 58 取引・協業関係の構築・維持・強化のため。

㈱メディアドゥ 4,000 10 取引・協業関係の構築・維持・強化のため。

㈱ミスターマックス 24,708 9 取引・協業関係の構築・維持・強化のため。

協立情報通信㈱ 1,500 2 取引・協業関係の構築・維持・強化のため。

 

ハ．保有目的が純投資目的である投資株式

純投資目的の投資株式ならびに保有目的を変更した投資株式はありません。

 

（２）【監査報酬の内容等】

①【監査公認会計士等に対する報酬の内容】

区分

前連結会計年度 当連結会計年度

監査証明業務に基づ
く報酬（百万円）

非監査業務に基づく
報酬（百万円）

監査証明業務に基づ
く報酬（百万円）

非監査業務に基づく
報酬（百万円）

提出会社 52 － 52 －

連結子会社 － － － －

計 52 － 52 －

　（注）前連結会計年度において、上記以外に前々連結会計年度の監査に係る追加報酬の額が３百万円あります。

 

②【その他重要な報酬の内容】

該当事項はありません。

 

③【監査公認会計士等の提出会社に対する非監査業務の内容】

該当事項はありません。

 

④【監査報酬の決定方針】

該当事項はありません。
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第５【経理の状況】

１．連結財務諸表及び財務諸表の作成方法について

(1)　当社の連結財務諸表は、「連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和51年大蔵省令第28

号）に基づいて作成しております。

 

(2)　当社の財務諸表は、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和38年大蔵省令第59号。以下

「財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

　また、当社は、特例財務諸表提出会社に該当し、財務諸表等規則第127条の規定により財務諸表を作成しており

ます。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、連結会計年度（平成28年４月１日から平成29年３月

31日まで）の連結財務諸表及び事業年度（平成28年４月１日から平成29年３月31日まで）の財務諸表について、有限

責任監査法人トーマツによる監査を受けております。

 

３．連結財務諸表等の適正性を確保するための特段の取組みについて

　当社は、連結財務諸表等の適正性を確保するための特段の取組みを行っております。具体的には、会計基準等の内

容を適切に把握し、適時に開示が行える体制を整備するため、公益財団法人財務会計基準機構へ加入し、同機構の行

う研修等に参加し、会計基準等の新設及び変更に関する情報を収集しております。
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１【連結財務諸表等】

（１）【連結財務諸表】

①【連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度

(平成28年３月31日)
当連結会計年度

(平成29年３月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,314 1,901

売掛金 ※１ 19,012 ※１ 12,867

商品 35,942 34,218

貯蔵品 65 80

繰延税金資産 1,337 1,263

未収入金 ※１ 11,438 ※１ 10,399

その他 1,169 913

貸倒引当金 △4 △4

流動資産合計 72,276 61,641

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 7,070 7,394

減価償却累計額 ※２ △5,141 ※２ △5,433

建物及び構築物（純額） 1,928 1,961

車両運搬具 15 7

減価償却累計額 ※２ △13 ※２ △5

車両運搬具（純額） 1 1

器具及び備品 4,313 4,459

減価償却累計額 ※２ △3,405 ※２ △3,477

器具及び備品（純額） 908 981

土地 353 353

建設仮勘定 20 23

有形固定資産合計 3,212 3,321

無形固定資産   

のれん 2,510 1,847

電話加入権 16 16

借地権 26 9

ソフトウエア 1,108 1,149

ソフトウエア仮勘定 15 57

その他 1 0

無形固定資産合計 3,678 3,081

投資その他の資産   

投資有価証券 ※３ 603 ※３ 919

繰延税金資産 1,563 1,352

敷金 4,111 4,342

その他 488 640

貸倒引当金 △5 △17

投資その他の資産合計 6,762 7,238

固定資産合計 13,653 13,641

資産合計 85,930 75,282
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度

(平成28年３月31日)
当連結会計年度

(平成29年３月31日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 ※１ 7,803 ※１ 7,915

短期借入金 1,002 8,332

1年内返済予定の長期借入金 8,128 5,503

未払金 ※１ 10,523 ※１ 8,446

未払法人税等 3,116 1,845

賞与引当金 1,696 1,747

短期解約損失引当金 179 164

その他 505 491

流動負債合計 32,955 34,446

固定負債   

長期借入金 14,747 9,244

退職給付に係る負債 384 374

資産除去債務 1,308 1,388

その他 515 439

固定負債合計 16,956 11,446

負債合計 49,911 45,892

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,154 3,154

資本剰余金 5,640 5,177

利益剰余金 35,534 42,232

自己株式 △8,755 △21,526

株主資本合計 35,573 29,037

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 110 321

為替換算調整勘定 133 6

その他の包括利益累計額合計 243 327

非支配株主持分 201 24

純資産合計 36,018 29,389

負債純資産合計 85,930 75,282
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②【連結損益計算書及び連結包括利益計算書】

【連結損益計算書】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度

(自　平成27年４月１日
　至　平成28年３月31日)

当連結会計年度
(自　平成28年４月１日
　至　平成29年３月31日)

売上高 620,074 551,592

売上原価 556,693 489,854

売上総利益 63,381 61,738

販売費及び一般管理費 ※１ 47,714 ※１ 47,467

営業利益 15,666 14,271

営業外収益   

受取利息 1 1

受取配当金 3 5

持分法による投資利益 － 26

受取保険料 28 20

固定資産受贈益 8 10

その他 58 40

営業外収益合計 101 105

営業外費用   

支払利息 127 66

店舗等解約違約金 4 14

その他 14 10

営業外費用合計 146 92

経常利益 15,621 14,284

特別利益   

固定資産売却益 ※２ 4 ※２ 3

投資有価証券売却益 － 118

子会社株式売却益 － 41

特別利益合計 4 163

特別損失   

固定資産売却損 ※３ 0 ※３ 0

固定資産除却損 ※４ 39 ※４ 68

減損損失 ※５ 61 ※５ 76

ゴルフ会員権評価損 4 －

投資有価証券評価損 184 －

特別損失合計 289 145

税金等調整前当期純利益 15,336 14,302

法人税、住民税及び事業税 5,714 4,348

法人税等調整額 56 191

法人税等合計 5,771 4,539

当期純利益 9,564 9,762

非支配株主に帰属する当期純利益 65 68

親会社株主に帰属する当期純利益 9,498 9,694

 

【連結包括利益計算書】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度

(自　平成27年４月１日
　至　平成28年３月31日)

当連結会計年度
(自　平成28年４月１日
　至　平成29年３月31日)

当期純利益 9,564 9,762

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 16 210

為替換算調整勘定 △17 △127

その他の包括利益合計 ※ △0 ※ 83

包括利益 9,564 9,846

（内訳）   

親会社株主に係る包括利益 9,498 9,778

非支配株主に係る包括利益 65 68
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③【連結株主資本等変動計算書】

前連結会計年度（自　平成27年４月１日　至　平成28年３月31日）

    （単位：百万円）

 株主資本

 資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 3,154 5,640 28,820 △8,755 28,860

当期変動額      

剰余金の配当   △2,785  △2,785

親会社株主に帰属する当期純利益   9,498  9,498

連結範囲の変動      

自己株式の取得    △0 △0

株主資本以外の項目の当期変動額（純額）      

当期変動額合計 － － 6,713 △0 6,713

当期末残高 3,154 5,640 35,534 △8,755 35,573

 

      

 その他の包括利益累計額

非支配株主持分 純資産合計

 
その他有価証券
評価差額金

為替換算調整勘定
その他の包括利
益累計額合計

当期首残高 93 150 244 181 29,286

当期変動額      

剰余金の配当     △2,785

親会社株主に帰属する当期純利益     9,498

連結範囲の変動    16 16

自己株式の取得     △0

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 16 △17 △0 3 3

当期変動額合計 16 △17 △0 19 6,732

当期末残高 110 133 243 201 36,018
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当連結会計年度（自　平成28年４月１日　至　平成29年３月31日）

    （単位：百万円）

 株主資本

 資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 3,154 5,640 35,534 △8,755 35,573

当期変動額      

剰余金の配当   △2,996  △2,996

親会社株主に帰属する当期純利益   9,694  9,694

自己株式の取得    △12,771 △12,771

非支配株主との取引に係る親会社の持分変
動

 △462   △462

株主資本以外の項目の当期変動額（純額）      

当期変動額合計 － △462 6,697 △12,771 △6,536

当期末残高 3,154 5,177 42,232 △21,526 29,037

 

      

 その他の包括利益累計額

非支配株主持分 純資産合計

 
その他有価証券
評価差額金

為替換算調整勘定
その他の包括利
益累計額合計

当期首残高 110 133 243 201 36,018

当期変動額      

剰余金の配当     △2,996

親会社株主に帰属する当期純利益     9,694

自己株式の取得     △12,771

非支配株主との取引に係る親会社の持分変
動

   △177 △640

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 210 △127 83 1 84

当期変動額合計 210 △127 83 △176 △6,629

当期末残高 321 6 327 24 29,389
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④【連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度

(自　平成27年４月１日
　至　平成28年３月31日)

当連結会計年度
(自　平成28年４月１日
　至　平成29年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前当期純利益 15,336 14,302

減価償却費 1,524 1,583

減損損失 61 76

のれん償却額 1,191 662

貸倒引当金の増減額（△は減少） △8 12

賞与引当金の増減額（△は減少） 18 51

短期解約損失引当金の増減額（△は減少） 7 △15

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △16 △10

受取利息及び受取配当金 △5 △7

支払利息 127 66

子会社株式売却損益（△は益） － △41

持分法による投資損益（△は益） － △26

投資有価証券売却損益（△は益） － △118

固定資産売却損益（△は益） △4 △3

固定資産除却損 39 68

投資有価証券評価損益（△は益） 184 －

ゴルフ会員権評価損 4 －

売上債権の増減額（△は増加） 3,604 6,124

未収入金の増減額（△は増加） △817 1,039

たな卸資産の増減額（△は増加） 1,674 1,692

仕入債務の増減額（△は減少） △2,499 126

未払金の増減額（△は減少） 407 △2,041

その他 △239 264

小計 20,589 23,809

利息及び配当金の受取額 5 14

利息の支払額 △131 △68

法人税等の支払額 △5,834 △5,766

営業活動によるキャッシュ・フロー 14,628 17,988

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △1,221 △1,274

有形固定資産の売却による収入 5 3

ソフトウエアの取得による支出 △500 △503

投資有価証券の取得による支出 △308 △9

投資有価証券の売却による収入 － 126

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却による収入 － 19

貸付けによる支出 △5 △5

貸付金の回収による収入 5 5

敷金の差入による支出 △152 △410

敷金の回収による収入 355 133

その他 △60 △212

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,882 △2,126

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △13,405 7,350

長期借入れによる収入 18,500 －

長期借入金の返済による支出 △13,768 △8,128

非支配株主からの払込みによる収入 16 －

配当金の支払額 △2,786 △2,995

非支配株主への配当金の支払額 △62 △67

連結の範囲の変更を伴わない子会社株式の取得による

支出
－ △640

自己株式の取得による支出 △0 △12,771

財務活動によるキャッシュ・フロー △11,505 △17,252

現金及び現金同等物に係る換算差額 △12 △22

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,228 △1,412

現金及び現金同等物の期首残高 2,085 3,314

現金及び現金同等物の期末残高 ※ 3,314 ※ 1,901
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【注記事項】

（連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項）

１．連結の範囲に関する事項

(1) 連結子会社の数　4社

主要な連結子会社の名称　　㈱ＴＧ宮崎

　　　　　　　　　　　　　日本ワムネット㈱

当連結会計年度において、天閣雅（上海）商貿有限公司の全ての出資持分を譲渡したため、同社を連結

の範囲から除外しております。

(2) 主要な非連結子会社の名称等

該当事項はありません。

２．持分法の適用に関する事項

持分法適用の関連会社数　　　1社

会社名　　　　　　　　　　　㈱ＳＲＪ

３．連結子会社の事業年度等に関する事項

連結子会社のうち、在外子会社の決算日は12月31日であります。連結財務諸表の作成に当たっては、同

決算日現在の財務諸表を使用しております。ただし、連結決算日との間に生じた重要な取引について

は、連結上必要な調整を行っております。

４．会計方針に関する事項

(1) 重要な資産の評価基準及び評価方法

① 有価証券

その他有価証券

時価のあるもの

決算日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は

移動平均法により算定）を採用しております。

時価のないもの

移動平均法による原価法を採用しております。

② たな卸資産

(イ) 商品

先入先出法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定）

を採用しております。

(ロ) 貯蔵品

先入先出法による原価法を採用しております。

(2）重要な減価償却資産の減価償却の方法

① 有形固定資産

定額法および定率法を採用しております。直営ショップの建物附属設備、器具及び備品については耐

用年数３年による定額法を採用しております。

なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。

建物及び構築物 ２年～34年

器具及び備品 ２年～20年

② 無形固定資産

定額法を採用しております。

のれん 10年

ソフトウエア ５年

(3）重要な引当金の計上基準

① 貸倒引当金

売上債権、貸付金等の貸倒損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権

等特定の債権については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。

② 賞与引当金

従業員の賞与金の支払に備えるため、賞与支給見込額の当期負担額を計上しております。
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③ 短期解約損失引当金

当社グループおよび販売代理店経由で加入申込受付をした携帯電話契約者が短期解約した場合に、当

社と代理店委託契約を締結している通信事業者に対して返金すべき手数料の支払に備えるため、返金

実績額に基づき、短期解約に係る手数料の返金見込額を計上しております。

(4) 退職給付に係る会計処理の方法

当社は、退職給付に係る負債および退職給付費用の計算に、退職給付に係る期末自己都合要支給額を退

職給付債務とする方法を用いた簡便法を適用しております。

(5) 重要な外貨建の資産又は負債の本邦通貨への換算の基準

在外子会社の資産および負債、収益および費用は、在外子会社の決算日の直物為替相場により円貨に換

算し、換算差額は純資産の部における為替換算調整勘定に含めて計上しております。

(6）のれんの償却方法及び償却期間

のれんの償却については、その効果の発現する期間にわたり、定額法により償却しております。

(7）連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

手許現金、随時引き出し可能な預金および容易に換金可能であり、かつ、価値の変動について僅少なリ

スクしか負わない取得日から３ヶ月以内に償還期限の到来する短期投資からなっております。

(8）その他連結財務諸表作成のための重要な事項

消費税等の会計処理

消費税および地方消費税の会計処理は税抜方式によっており、控除対象外消費税および地方消費税は、

当連結会計年度の費用として処理しております。

 

（表示方法の変更）

（連結損益計算書）

前連結会計年度において「営業外収益」の「その他」に含めていた「固定資産受贈益」は、「営業外収

益」の総額の100分の10を超えたため、当連結会計年度より独立掲記することとしました。この表示方法の

変更を反映させるため、前連結会計年度の連結財務諸表の組替えを行っております。

この結果、前連結会計年度の連結損益計算書において、「営業外収益」の「その他」に表示していた64百

万円は、「固定資産受贈益」８百万円、「その他」56百万円として組替えております。

 

前連結会計年度において「営業外費用」の「その他」に含めていた「店舗等解約違約金」は「営業外費

用」の総額の100分の10を超えたため、当連結会計年度より独立掲記することとしました。この表示方法の

変更を反映させるため、前連結会計年度の連結財務諸表の組替えを行っております。

この結果、前連結会計年度の連結損益計算書において、「営業外費用」の「その他」に表示していた19百

万円は「店舗等解約違約金」４百万円、「その他」14百万円として組替えております。

 

前連結会計年度において、独立掲記しておりました「営業外収益」の「損害賠償金収入」は「営業外収

益」の総額の100分の10以下となったため、当連結会計年度においては「その他」に含めて表示しておりま

す。この表示方法の変更を反映させるため、前連結会計年度の連結財務諸表の組替えを行っております。

この結果、前連結会計年度の連結損益計算書において「営業外収益」の「損害賠償金収入」に表示してい

た２百万円は「その他」に組替えております。
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（追加情報）

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日）を

当連結会計年度から適用しております。

 

（連結貸借対照表関係）

※１　営業債権債務等の相殺表示

　金融資産と金融負債のうち、同一の相手先に対する金銭債権と金銭債務であり、相殺が法的に有効で当

社が相殺する能力を有し、当社が相殺して決済する意思を有するという全ての要件を満たす場合には、連

結貸借対照表において相殺して表示しております。

　相殺表示が行われる前の金額は、当連結会計年度末では、売掛金64,139百万円、未収入金30,960百万

円、買掛金58,557百万円、未払金29,636百万円、前連結会計年度末では、売掛金68,243百万円、未収入金

34,864百万円、買掛金56,445百万円、未払金34,538百万円であります。

 

※２　減価償却累計額には、減損損失累計額が含まれております。

 

※３　関連会社に対するものは、次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（平成28年３月31日）
当連結会計年度

（平成29年３月31日）

投資有価証券（株式） 315百万円 334百万円

 

４　当社グループにおいては、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行３行と当座貸越契約を締結してお

ります。この契約に基づく連結会計年度末の借入未実行残高は次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（平成28年３月31日）
当連結会計年度

（平成29年３月31日）

当座貸越極度額 1,500百万円 1,500百万円

借入実行残高 － －

差引額 1,500 1,500

 

５　偶発債務

　当社のギフトカード事業における商材調達先の１社であるインコム・ジャパン㈱（本社：東京都新宿

区、代表取締役社長：荒井琢麿、以下「インコム・ジャパン」）が、当社を相手方として平成24年８月３

日に提起した、当社の特定商材についての販売差止と回収、および損害賠償（損害賠償請求金額：680百

万円）を求める訴訟について、平成28年９月28日に東京地方裁判所より当社に賠償金174百万円の支払い

を命じ、その他の請求を棄却する判決が言い渡されました。

　当社およびインコム・ジャパンは当該判決を不服として東京高等裁判所に控訴し、インコム・ジャパン

は平成28年12月21日付で東京高等裁判所に損害賠償請求額を968百万円に変更する申立を提出しました。

　平成29年４月26日、同裁判所より当社に賠償金67百万円の支払いを命じ、インコム・ジャパンによるそ

の他の請求を棄却する判決が言い渡されました。

　当社は、同判決に従い、平成29年４月28日にインコム・ジャパンに対して賠償金67百万円と当該賠償金

に係る遅延損害金11百万円の支払いを実施しております。

　同判決は確定し、本訴訟は終結いたしました。
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（連結損益計算書関係）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（自　平成27年４月１日
　　至　平成28年３月31日）

当連結会計年度
（自　平成28年４月１日

　　至　平成29年３月31日）

役員報酬 207百万円 247百万円

従業員給料 8,708 8,986

臨時勤務者給与 9,118 7,812

賞与引当金繰入額 1,677 1,729

派遣人件費 3,618 4,818

運賃 324 324

その他の販売費 4,512 3,883

不動産賃借料 4,464 4,631

減価償却費 1,392 1,454

のれん償却額 1,191 662

業務委託費 691 681

貸倒引当金繰入額 － 12

その他 11,807 12,222

 

※２　固定資産売却益の内容は次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（自　平成27年４月１日
至　平成28年３月31日）

当連結会計年度
（自　平成28年４月１日
至　平成29年３月31日）

　建物及び構築物 3百万円 1百万円

　車両運搬具 0 0

　器具及び備品 0 1

計 4 3

 

※３　固定資産売却損の内容は次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（自　平成27年４月１日
至　平成28年３月31日）

当連結会計年度
（自　平成28年４月１日
至　平成29年３月31日）

　建物及び構築物 －百万円 0百万円

　器具及び備品 0 0

計 0 0

 

※４　固定資産除却損の内容は次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（自　平成27年４月１日
至　平成28年３月31日）

当連結会計年度
（自　平成28年４月１日
至　平成29年３月31日）

　建物及び構築物 30百万円 35百万円

　車両運搬具 － 0

　器具及び備品 7 6

　ソフトウエア 0 12

　借　地　権 － 14

計 39 68
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※５　減損損失

　当社グループは、キャッシュ・フローを生み出す最小単位として直営ショップ店舗を基本単位とし、共有資

産については、共用資産を含む支社事業所・支店事業所単位で資産のグルーピングを行っております。

　直営ショップ店舗および支店・事業所のうち、営業活動から生ずるキャッシュ・フローが継続してマイナ

スとなっているものについて、減損処理の要否を検討し、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額

を減損損失として計上しております。

　なお、直営ショップ店舗および支店・事業所に係る資産の回収可能価額は、正味売却価額により測定して

おり、正味売却価額は、売却が困難であるためゼロとしております。

　当社グループは以下の資産グループについて減損損失を計上しました。

 

前連結会計年度（自　平成27年４月１日　至　平成28年３月31日）

場所 用途 種類

店舗 直営ショップ店舗設備 建物及び構築物・器具及び備品

減損損失61百万円（建物及び構築物52百万円、器具及び備品８百万円）を特別損失に計上しました。

 

当連結会計年度（自　平成28年４月１日　至　平成29年３月31日）

場所 用途 種類

店舗 直営ショップ店舗設備
建物及び構築物・器具及び備品・ソフ

トウエア

減損損失76百万円（建物及び構築物64百万円、器具及び備品11百万円、ソフトウエア０百万円）を特別損失

に計上しました。

 

（連結包括利益計算書関係）

※　その他の包括利益に係る組替調整額及び税効果額

 
前連結会計年度

（自　平成27年４月１日
至　平成28年３月31日）

当連結会計年度
（自　平成28年４月１日
至　平成29年３月31日）

その他有価証券評価差額金：   

当期発生額 20百万円 304百万円

組替調整額 － －

税効果調整前 20 304

税効果額 △3 △93

その他有価証券評価差額金 16 210

為替換算調整勘定：   

当期発生額 △17 △127

組替調整額 － －

税効果調整前 △17 △127

税効果額 － －

為替換算調整勘定 △17 △127

その他の包括利益合計 △0 83
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（連結株主資本等変動計算書関係）

前連結会計年度（自　平成27年４月１日　至　平成28年３月31日）

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

 
当連結会計年度期首

株式数（株）

当連結会計年度増加

株式数（株）

当連結会計年度減少

株式数（株）

当連結会計年度末株

式数（株）

発行済株式     

普通株式 79,074,000 － － 79,074,000

合計 79,074,000 － － 79,074,000

自己株式（注）     

普通株式 10,300,336 21 － 10,300,357

合計 10,300,336 21 － 10,300,357

（注）自己株式の株式数の増加21株は、単元未満株式の買取りによる増加であります。

 
２．配当に関する事項

(1）配当金支払額

　（決議） 株式の種類
配当金の総額

（百万円）

１株当たり

配当額（円）
基準日 効力発生日

平成27年６月19日

定時株主総会
普通株式 1,375 20.00 平成27年３月31日 平成27年６月22日

平成27年11月12日

取締役会
普通株式 1,409 20.50 平成27年９月30日 平成27年12月８日

 
(2）基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの

　（決議） 株式の種類
配当金の総額

（百万円）
配当の原資

１株当たり

配当額（円）
基準日 効力発生日

平成28年６月22日

定時株主総会
普通株式 1,547 利益剰余金 22.50 平成28年３月31日平成28年６月23日

 

当連結会計年度（自　平成28年４月１日　至　平成29年３月31日）

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

 
当連結会計年度期首

株式数（株）

当連結会計年度増加

株式数（株）

当連結会計年度減少

株式数（株）

当連結会計年度末株

式数（株）

発行済株式     

普通株式 79,074,000 － － 79,074,000

合計 79,074,000 － － 79,074,000

自己株式（注）     

普通株式 10,300,357 13,045,439 － 23,345,796

合計 10,300,357 13,045,439 － 23,345,796

（注）自己株式の株式数の増加13,045,439株は、取締役会決議による自己株式の公開買付けによる増加

13,045,400株、単元未満株式の買取りによる増加39株であります。

 
２．配当に関する事項

(1）配当金支払額

　（決議） 株式の種類
配当金の総額

（百万円）

１株当たり

配当額（円）
基準日 効力発生日

平成28年６月22日

定時株主総会
普通株式 1,547 22.50 平成28年３月31日 平成28年６月23日

平成28年11月８日

取締役会
普通株式 1,448 26.00 平成28年９月30日 平成28年12月９日

 
(2）基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの

　（決議） 株式の種類
配当金の総額

（百万円）
配当の原資

１株当たり

配当額（円）
基準日 効力発生日

平成29年６月21日

定時株主総会
普通株式 1,448 利益剰余金 26.00 平成29年３月31日平成29年６月22日

 

EDINET提出書類

株式会社ティーガイア(E05392)

有価証券報告書

51/80



（連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※ 現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前連結会計年度

（自　平成27年４月１日
　　至　平成28年３月31日）

当連結会計年度
（自　平成28年４月１日

　　至　平成29年３月31日）

　現金及び預金勘定 3,314百万円 1,901百万円

　現金及び現金同等物 3,314 1,901

 

 

（リース取引関係）

オペレーティング・リース取引

 オペレーティング・リース取引のうち解約不能のものに係る未経過リース料

（単位：百万円）
 

 
前連結会計年度

（平成28年３月31日）

当連結会計年度

（平成29年３月31日）

１年内 108 90

１年超 137 203

合計 245 294

 

（金融商品関係）

１．金融商品の状況に関する事項

（1）金融商品に対する取組方針

短期的な運転資金を銀行借入により調達しており、デリバティブ取引は行わない方針であります。

 

（2）金融商品の内容およびそのリスク

営業債権である売掛金は、当該取引先の信用リスクに晒されております。

投資有価証券は、主に業務上の関係を有する企業の株式であり、市場価格の変動リスクに晒されて

おります。

営業債務である買掛金は、そのほとんどが２ヶ月以内の支払期日であります。

長期借入金は、主に運転資金の調達を目的としたものであり、その一部は金利の変動リスクに晒さ

れております。

 

（3）金融商品に係るリスク管理体制

①　信用リスク（取引先の契約不履行等に係るリスク）の管理

　営業債権については、与信・債権管理規程に従い、リスク管理部が主要な取引先の状況を定期的

にモニタリングし、取引相手ごとに決済期日および残高を管理するとともに、財務状況等の悪化等

による回収懸念の早期把握や回収リスクの軽減を図っております。

②　市場リスク（為替や金利等の変動リスク）の管理

　投資有価証券については、定期的に時価や発行体（取引先企業）の財務状況等を把握し、また、

市況や取引先企業との関係を勘案して保有状況を継続的に見直しております。

③　資金調達に係る流動性リスク（支払期日に支払いを実行できなくなるリスク）の管理

　各部署からの報告に基づき主計・財務部が適時に資金繰計画を作成・更新することにより、手許

流動性の維持を図っております。

 

（4）金融商品の時価等に関する事項についての補足説明

金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場合には合理的に算定された

価額が含まれております。当該価額の算定においては変動要因を織り込んでいるため、異なる前提条

件等を採用することにより、当該価額が変動することがあります。
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２．金融商品の時価等に関する事項

　連結貸借対照表計上額、時価およびこれらの差額については次のとおりであります。なお、時価を把握

することが極めて困難と認められるものは含まれておりません（（注)２.参照）。

前連結会計年度（平成28年３月31日）

 
連結貸借対照表

計上額（百万円）
時価（百万円） 差額（百万円）

　①　現金及び預金 3,314 3,314 －

　②　売掛金 19,012 19,012 －

　③　未収入金 11,438 11,438 －

　④　投資有価証券    

　　　　その他有価証券 232 232 －

　⑤　敷金 4,111 4,111 －

　資産計 38,109 38,109 －

　①　買掛金 7,803 7,803 －

　②　短期借入金 1,002 1,002 －

　③　未払金 10,523 10,523 －

　④　未払法人税等 3,116 3,116 －

　⑤　長期借入金

(1年内返済予定を含む)
22,875 22,848 △26

　負債計 45,321 45,295 △26
 
当連結会計年度（平成29年３月31日）

 
連結貸借対照表

計上額（百万円）
時価（百万円） 差額（百万円）

　①　現金及び預金 1,901 1,901 －

　②　売掛金 12,867 12,867 －

　③　未収入金 10,399 10,399 －

　④　投資有価証券    

　　　　その他有価証券 544 544 －

　⑤　敷金 4,342 4,313 △28

　資産計 30,056 30,027 △28

　①　買掛金 7,915 7,915 －

　②　短期借入金 8,332 8,332 －

　③　未払金 8,446 8,446 －

　④　未払法人税等 1,845 1,845 －

　⑤　長期借入金

(1年内返済予定を含む)
14,747 14,705 △41

　負債計 41,287 41,245 △41

（注）１．金融商品の時価の算定方法並びに有価証券に関する事項

資　産

①現金及び預金、②売掛金、③未収入金

これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額に
よっております。

④投資有価証券

時価については、株式は取引所の価格によっております。

⑤敷金

時価については、その将来のキャッシュ・フローを国債の利回りで割り引いた現在価値によ
り算定しております。

負　債

①買掛金、②短期借入金、③未払金、④未払法人税等

これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額に
よっております。

⑤長期借入金

時価については、元利金の合計額を同様の新規借入を行った場合に想定される利率で割り引
いた現在価値により算定しております。
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２．時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品

（単位：百万円）
 

　区　分
前連結会計年度

（平成28年３月31日）
当連結会計年度

（平成29年３月31日）

　非上場株式 371 375

　これらについては、市場価格がなく、時価を把握することが極めて困難と認められることから、

「④投資有価証券」には含めておりません。

 

３．金銭債権の連結決算日後の償還予定額

前連結会計年度（平成28年３月31日）

 
１年以内
（百万円）

１年超
５年以内
（百万円）

５年超
10年以内
（百万円）

10年超
（百万円）

　現金及び預金 3,314 － － －

　売掛金 19,012 － － －

　未収入金 11,438 － － －

　合計 33,765 － － －
 
当連結会計年度（平成29年３月31日）

 
１年以内
（百万円）

１年超
５年以内
（百万円）

５年超
10年以内
（百万円）

10年超
（百万円）

　現金及び預金 1,901 － － －

　売掛金 12,867 － － －

　未収入金 10,399 － － －

　合計 25,169 － － －

 

４．短期借入金および長期借入金の連結決算日後の返済予定額

前連結会計年度（平成28年３月31日）

 
１年以内
（百万円）

１年超
２年以内
（百万円）

２年超
３年以内
（百万円）

３年超
４年以内
（百万円）

４年超
５年以内
（百万円）

５年超
（百万円）

短期借入金 1,002 － － － － －

長期借入金 8,128 5,503 4,628 4,616 － －

合計 9,130 5,503 4,628 4,616 － －
 

当連結会計年度（平成29年３月31日）

 
１年以内
（百万円）

１年超
２年以内
（百万円）

２年超
３年以内
（百万円）

３年超
４年以内
（百万円）

４年超
５年以内
（百万円）

５年超
（百万円）

短期借入金 8,332 － － － － －

長期借入金 5,503 4,628 4,616 － － －

合計 13,835 4,628 4,616 － － －
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（有価証券関係）

１．その他有価証券

前連結会計年度（平成28年３月31日）

 種類
連結貸借対照表
計上額（百万円）

取得原価
（百万円）

差額
（百万円）

連結貸借対照表計上額が取得原価を
超えるもの

株式 225 66 159

連結貸借対照表計上額が取得原価を
超えないもの

株式 6 8 △2

合計 232 74 157

（注）非上場株式（連結貸借対照表計上額56百万円）については、市場価格がなく、時価を把握することが

極めて困難と認められることから、上表の「その他有価証券」には含めておりません。

 

当連結会計年度（平成29年３月31日）

 種類
連結貸借対照表
計上額（百万円）

取得原価
（百万円）

差額
（百万円）

連結貸借対照表計上額が取得原価を
超えるもの

株式 544 83 461

連結貸借対照表計上額が取得原価を
超えないもの

株式 － － －

合計 544 83 461

（注）非上場株式（連結貸借対照表計上額40百万円）については、市場価格がなく、時価を把握することが

極めて困難と認められることから、上表の「その他有価証券」には含めておりません。

 

２．売却したその他有価証券

前連結会計年度（自　平成27年４月１日　至　平成28年３月31日）

　該当事項はありません。

 

当連結会計年度（自　平成28年４月１日　至　平成29年３月31日）

種類 売却額（百万円） 売却益の合計額（百万円） 売却損の合計額（百万円）

株式 126 118 －

 

 

３．減損処理を行った有価証券

前連結会計年度において、その他有価証券について184百万円の減損処理を行っております。

当連結会計年度においては、減損処理を行っておりません。

 

 

（デリバティブ取引関係）

当社グループはデリバティブ取引を全く利用しておりませんので、該当事項はありません。
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（退職給付関係）

１. 採用している退職給付制度の概要

当社は、平成21年10月に退職一時金制度の一部について、確定拠出年金制度へ移行し、確定拠出型の

制度として、前払退職金制度及び確定拠出年金制度を採用しております。また、一部の連結子会社は、

中小企業退職金共済制度に加入しております。

退職一時金制度は、期末自己都合要支給額を退職給付に係る負債とする簡便法により計算しておりま

す。

 

２. 簡便法を適用した確定給付制度

(1) 簡便法を適用した制度の、退職給付に係る負債の期首残高と期末残高の調整表

 
前連結会計年度

（自　平成27年４月１日
至　平成28年３月31日）

当連結会計年度
（自　平成28年４月１日
至　平成29年３月31日）

　退職給付に係る負債の期首残高 400百万円 384百万円

　　退職給付費用 4 2

　　退職給付の支払額 △20 △12

　退職給付に係る負債の期末残高 384 374

（注）全て非積立型制度の退職給付債務であります。

 

(2) 簡便法で計算した退職給付費用　　前連結会計年度４百万円　　当連結会計年度２百万円

 

３. 確定拠出制度

当社及び連結子会社の確定拠出制度への要拠出額は、前連結会計年度144百万円、当連結会計年度150百

万円であります。

 

（税効果会計関係）

１．繰延税金資産および繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

     （単位：百万円）

 
前連結会計年度

（平成28年３月31日）
 
 

当連結会計年度
（平成29年３月31日）

繰延税金資産        

賞与引当金  588    610  

貸倒引当金  2    6  

棚卸資産評価損  31    42  

未払事業税および事業所税  202    113  

減価償却超過額  631    613  

資産除去債務  397    421  

退職給付に係る負債  117    114  

短期解約損失引当金  55    50  

資産調整勘定等  435    387  

その他  670    603  

繰延税金資産小計  3,132    2,965  

評価性引当額  △9    △30  

繰延税金資産合計  3,123    2,934  

繰延税金負債        

資産除去債務  △172    △174  

その他有価証券評価差額金  △50    △143  

繰延税金負債合計  △222    △318  

繰延税金資産の純額  2,901    2,616  
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２．法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率との間に重要な差異があるときの、当該差異の原因

となった主要な項目別の内訳

     （単位：％）

 
前連結会計年度

（平成28年３月31日）
 
 

当連結会計年度
（平成29年３月31日）

 法定実効税率  33.1   法定実効税率と税効果会

計適用後の法人税等の負

担率との間の差異が法定

実効税率の100分の５以下

であるため注記を省略し

ております。

（調整）     

 交際費等永久に損金に算入されない項目  0.3   

 のれん償却費否認  2.6   

 住民税均等割  1.0   

税率変更による期末繰延税金資産の減額修正  1.3   

 その他  △0.6   

 税効果会計適用後の法人税等の負担率  37.6   

 

 

（企業結合等関係）

（共通支配下の取引等）

子会社株式の追加取得

(1)取引の概要

①　結合当事企業の名称及びその事業の内容

結合当事企業の名称　日本ワムネット㈱（以下、「日本ワムネット」）

事業の内容　　　　　デジタルコンテンツのネットワーク・マネージメント・サービスプロバイ

ダ、FAXサーバソフトウエアの開発・販売

②　企業結合日（効力発生日）

平成29年２月28日

③　企業結合の法的形式

非支配株主からの現金を対価とする株式取得

④　結合後企業の名称

名称に変更はありません。

⑤　その他取引の概要に関する事項

追加取得した株式の議決権比率は34.0％であります。

この株式取得により、日本ワムネットに対する議決権比率は63.5％から97.5％となりました。

当該追加取得は、更なる一体運営を可能にすることでシナジー効果をより創出するために行った

ものであります。

(2)実施した会計処理の概要

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）および「企業結合会計

基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号　平成25年９月13

日）に基づき、共通支配下の取引等のうち、非支配株主との取引として処理しております。

(3)子会社株式の追加取得に関する事項

取得原価および対価の種類ごとの内訳

取得の対価 現金　640百万円

取得原価 　　　640百万円

(4)非支配株主との取引に係る当社の持分変動に関する事項

①　資本剰余金の主な変動要因

子会社株式の追加取得

②　非支配株主との取引によって減少した資本剰余金の金額

462百万円
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（資産除去債務関係）

資産除去債務のうち連結貸借対照表に計上しているもの

イ 当該資産除去債務の概要

建物の不動産賃貸借契約に伴う原状回復義務等であります。
 

ロ 当該資産除去債務の金額の算定方法

使用見込期間を取得から１～20年と見積り、割引率は国債利回りの利率に基づき0.00～2.16％を使用して

資産除去債務の金額を計算しております。
 

ハ 当該資産除去債務の総額の増減

 
前連結会計年度

（自　平成27年４月１日
至　平成28年３月31日）

当連結会計年度
（自　平成28年４月１日
至　平成29年３月31日）

期首残高 1,234百万円 1,308百万円

有形固定資産の取得に伴う増加額 111 125

時の経過による調整額 23 22

資産除去債務の履行による減少額 △60 △67

期末残高 1,308 1,388
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】
１.報告セグメントの概要

当社グループの報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締

役会が、経営資源の配分の決定および業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているもの

であります。

当社グループは事業内容別のセグメントから構成されており、「モバイル事業」、「ソリューション事

業」、「決済サービス事業他」の３つを報告セグメントとしております。

「モバイル事業」は、携帯電話等の通信サービスの契約取次事業、携帯電話等の端末および関連商材の

販売事業を行っております。「ソリューション事業」は、法人顧客向け携帯電話端末およびソリューショ

ンサービス等の契約取次・販売事業、法人・個人に対するFTTH等の固定回線サービスの契約取次・提供事

業を行っております。「決済サービス事業他」は、全国の主要コンビニエンスストア等を通じての、PIN販

売システムを利用した電子マネー系商材およびギフトカードの販売事業、海外事業等を行っております。

 

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事

項」における記載と概ね同一であり、報告セグメントの利益は営業利益であります。

 

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度（自　平成27年４月１日　至　平成28年３月31日）

    （単位：百万円）

 モバイル事業
ソリューション

事業

決済サービス

事業他

調整額

（注）１

連結財務諸表

計上額

売上高 521,221 25,618 73,234 － 620,074

セグメント利益（営業利益） 11,718 2,357 1,591 － 15,666

セグメント資産 34,449 1,157 2,846 47,477 85,930

その他の項目      

減価償却費（注）２ 1,243 226 53 － 1,524

のれんの償却額 1,090 101 － － 1,191

(注)１.セグメント資産の調整額47,477百万円は、商品およびのれん以外の各報告セグメントに配分していな

い資産であります。

２.有形固定資産および無形固定資産（のれんを除く）は、各報告セグメントに配分しておりませんが、

管理会計上、減価償却費は、計上部門におけるセグメント構成比率を基準として配分しております。

 

当連結会計年度（自　平成28年４月１日　至　平成29年３月31日）

    （単位：百万円）

 モバイル事業
ソリューション

事業

決済サービス

事業他（注）３

調整額

（注）１

連結財務諸表

計上額

売上高 465,014 22,222 64,355 － 551,592

セグメント利益（営業利益） 11,080 1,850 1,340 － 14,271

セグメント資産 32,944 1,002 2,119 39,215 75,282

その他の項目      

減価償却費（注）２ 1,282 254 46 － 1,583

のれんの償却額 561 101 － － 662

(注)１.セグメント資産の調整額39,215百万円は、商品およびのれん以外の各報告セグメントに配分していな

い資産であります。

２.有形固定資産および無形固定資産（のれんを除く）は、各報告セグメントに配分しておりませんが、

管理会計上、減価償却費は、計上部門におけるセグメント構成比率を基準として配分しております。

３.平成28年12月31日付で、連結子会社であった天閣雅（上海）商貿有限公司の全ての出資持分を譲渡し

たため、同社を連結の範囲から除外しております。
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【関連情報】

前連結会計年度（自　平成27年４月１日 至　平成28年３月31日）

１．製品及びサービスごとの情報

（単位：百万円）

 モバイル事業 ソリューション事業 決済サービス事業他 合計

外部顧客への売上高 521,221 25,618 73,234 620,074

 

２．地域ごとの情報

（1）売上高

本邦の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しております。

 

（2）有形固定資産

本邦に所在している有形固定資産の金額が連結貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるため、

記載を省略しております。

 

３．主要な顧客ごとの情報

（単位：百万円）

　顧客の名称又は氏名 売上高 関連するセグメント名

ＫＤＤＩ㈱ 97,168 モバイル事業・ソリューション事業

 

当連結会計年度（自　平成28年４月１日 至　平成29年３月31日）

１．製品及びサービスごとの情報

（単位：百万円）

 モバイル事業 ソリューション事業 決済サービス事業他 合計

外部顧客への売上高 465,014 22,222 64,355 551,592

 

２．地域ごとの情報

（1）売上高

本邦の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しております。

 

（2）有形固定資産

本邦に所在している有形固定資産の金額が連結貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるため、

記載を省略しております。

 

３．主要な顧客ごとの情報

（単位：百万円）

　顧客の名称又は氏名 売上高 関連するセグメント名

ＫＤＤＩ㈱ 77,062 モバイル事業・ソリューション事業

 

【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

前連結会計年度（自　平成27年４月１日 至　平成28年３月31日）

    （単位：百万円）

 モバイル事業 ソリューション事業 決済サービス事業他 合計

減損損失 61 － － 61

（注）有形固定資産および無形固定資産（のれんを除く）は、報告セグメントに配分しておりませんが、

減損損失は、直営ショップ店舗設備によるものであるため、モバイル事業に配分しております。
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当連結会計年度（自　平成28年４月１日 至　平成29年３月31日）

    （単位：百万円）

 モバイル事業 ソリューション事業 決済サービス事業他 合計

減損損失 76 － － 76

（注）有形固定資産および無形固定資産（のれんを除く）は、報告セグメントに配分しておりませんが、

減損損失は、直営ショップ店舗設備によるものであるため、モバイル事業に配分しております。

 

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

前連結会計年度（自　平成27年４月１日 至　平成28年３月31日）

    （単位：百万円）

 モバイル事業 ソリューション事業 決済サービス事業他 合計

当期償却額 1,090 101 － 1,191

当期末残高 1,700 809 － 2,510

 

当連結会計年度（自　平成28年４月１日 至　平成29年３月31日）

    （単位：百万円）

 モバイル事業 ソリューション事業 決済サービス事業他 合計

当期償却額 561 101 － 662

当期末残高 1,139 708 － 1,847

 

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

　該当事項はありません。

 

【関連当事者情報】

１.関連当事者との取引

重要性がないため、記載を省略しております。

 

２.親会社または重要な関連会社に関する注記

(1) 親会社情報

住友商事㈱（東京証券取引所に上場）

 

(2) 重要な関連会社の要約財務情報

重要な関連会社がないため、記載しておりません。

 

（１株当たり情報）

 
 
 

前連結会計年度
（自 平成27年４月１日
至 平成28年３月31日）

当連結会計年度
（自 平成28年４月１日
至 平成29年３月31日）

１株当たり純資産額 520円80銭 526円92銭

１株当たり当期純利益金額 138円11銭 172円62銭

(注)１．潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

２．１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前連結会計年度

（自 平成27年４月１日
至 平成28年３月31日）

当連結会計年度
（自 平成28年４月１日
至 平成29年３月31日）

親会社株主に帰属する当期純利益金額

（百万円）
9,498 9,694

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期

純利益金額（百万円）
9,498 9,694

期中平均株式数（株） 68,773,649 56,157,130
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⑤【連結附属明細表】

【社債明細表】

該当事項はありません。

 

【借入金等明細表】

区分
当期首残高
（百万円）

当期末残高
（百万円）

平均利率
（％）

返済期限

短期借入金 1,002 8,332 0.27 －

１年以内に返済予定の長期借入金 8,128 5,503 0.21 －

長期借入金 14,747 9,244 0.18 平成30～32年

計 23,877 23,079 － －

（注）１．平均利率については、期末借入金残高に対する加重平均利率を記載しております。

２．長期借入金（１年以内に返済予定のものを除く。）の連結決算日後５年間の返済予定金額は以下のと

おりであります。

 
１年超２年以内
（百万円）

２年超３年以内
（百万円）

３年超４年以内
（百万円）

４年超５年以内
（百万円）

長期借入金 4,628 4,616 － －

 

【資産除去債務明細表】

本明細表に記載すべき事項が連結財務諸表規則第15条の23に規定する注記事項として記載されているため、

資産除去債務明細表の記載を省略しております。

 

 

（２）【その他】

①当連結会計年度における四半期情報等

（累計期間） 第１四半期 第２四半期 第３四半期 当連結会計年度

売上高（百万円） 123,067 256,355 406,035 551,592

税金等調整前四半期（当期）純

利益金額（百万円）
2,796 6,119 9,517 14,302

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益金額（百万円）
1,817 4,003 6,506 9,694

１株当たり四半期（当期）純利

益金額（円）
31.63 70.75 115.57 172.62

 

（会計期間） 第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

１株当たり四半期純利益金額

（円）
31.63 39.22 44.91 57.20

 

②訴訟

「注記事項 (連結貸借対照表関係)５偶発債務」に記載のとおりであります。

 

EDINET提出書類

株式会社ティーガイア(E05392)

有価証券報告書

62/80



２【財務諸表等】

（１）【財務諸表】

①【貸借対照表】

  (単位：百万円)

 
前事業年度

(平成28年３月31日)
当事業年度

(平成29年３月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,762 1,338

売掛金 ※１,※２ 18,758 ※１,※２ 12,590

商品 35,901 34,218

貯蔵品 64 79

前払費用 517 612

繰延税金資産 1,271 1,200

未収入金 ※１,※２ 11,456 ※１,※２ 10,399

その他 549 263

貸倒引当金 △3 △4

流動資産合計 71,278 60,699

固定資産   

有形固定資産   

建物 1,732 1,779

構築物 123 139

車両運搬具 1 1

器具及び備品 812 915

土地 353 353

建設仮勘定 20 23

有形固定資産合計 3,043 3,213

無形固定資産   

のれん 920 496

ソフトウエア 853 896

借地権 26 9

電話加入権 16 16

ソフトウエア仮勘定 15 52

その他 - 0

無形固定資産合計 1,832 1,473

投資その他の資産   

投資有価証券 266 563

関係会社株式 3,912 4,280

破産更生債権等 0 12

長期前払費用 31 59

繰延税金資産 1,502 1,119

敷金 4,064 4,323

建設協力金 254 368

その他 176 176

貸倒引当金 △5 △17

投資その他の資産合計 10,202 10,886

固定資産合計 15,078 15,572

資産合計 86,357 76,272

 

EDINET提出書類

株式会社ティーガイア(E05392)

有価証券報告書

63/80



 

  (単位：百万円)

 
前事業年度

(平成28年３月31日)
当事業年度

(平成29年３月31日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 ※１,※２ 7,751 ※１,※２ 7,768

短期借入金 950 8,300

1年内返済予定の長期借入金 8,128 5,503

未払金 ※１,※２ 10,447 ※１,※２ 8,402

未払費用 247 264

未払法人税等 3,067 1,787

預り金 163 113

前受収益 32 28

賞与引当金 1,663 1,714

短期解約損失引当金 179 164

その他 2 13

流動負債合計 32,631 34,058

固定負債   

長期借入金 14,747 9,244

退職給付引当金 384 374

資産除去債務 1,298 1,378

その他 515 439

固定負債合計 16,945 11,436

負債合計 49,577 45,495

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,154 3,154

資本剰余金   

資本準備金 5,640 5,640

資本剰余金合計 5,640 5,640

利益剰余金   

利益準備金 17 17

その他利益剰余金   

繰越利益剰余金 36,611 43,170

利益剰余金合計 36,629 43,187

自己株式 △8,755 △21,526

株主資本合計 36,669 30,455

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 110 321

評価・換算差額等合計 110 321

純資産合計 36,779 30,777

負債純資産合計 86,357 76,272
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②【損益計算書】

  (単位：百万円)

 
前事業年度

(自　平成27年４月１日
　至　平成28年３月31日)

当事業年度
(自　平成28年４月１日
　至　平成29年３月31日)

売上高   

商品売上高 393,816 364,397

受取手数料 224,596 185,770

売上高合計 ※１ 618,412 ※１ 550,167

売上原価   

商品売上原価 406,431 370,983

支払手数料 150,209 118,921

売上原価合計 ※１ 556,641 ※１ 489,905

売上総利益 61,771 60,262

販売費及び一般管理費 ※２ 46,201 ※２ 46,132

営業利益 15,570 14,130

営業外収益   

受取利息 1 0

受取配当金 ※１ 264 ※１ 286

受取保険料 28 20

その他 53 ※１ 48

営業外収益合計 347 355

営業外費用   

支払利息 126 65

店舗等解約違約金 4 14

その他 8 ※１ 16

営業外費用合計 139 97

経常利益 15,778 14,388

特別利益   

固定資産売却益 ※３ 4 ※３ 2

投資有価証券売却益 － 118

特別利益合計 4 121

特別損失   

固定資産売却損 － ※４ 0

固定資産除却損 ※５ 38 ※５ 56

減損損失 61 76

投資有価証券評価損 184 －

ゴルフ会員権評価損 4 －

子会社株式売却損 － 213

特別損失合計 288 346

税引前当期純利益 15,494 14,164

法人税、住民税及び事業税 5,620 4,249

法人税等調整額 76 360

法人税等合計 5,696 4,609

当期純利益 9,797 9,554
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③【株主資本等変動計算書】

前事業年度（自　平成27年４月１日　至　平成28年３月31日）

       (単位：百万円)

 株主資本

 

資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己株式
株主資本合
計

 

資本準備金
資本剰余金
合計

利益準備金

その他利益
剰余金

利益剰余金
合計

 
繰越利益剰
余金

当期首残高 3,154 5,640 5,640 17 29,599 29,617 △8,755 29,656

当期変動額         

剰余金の配当     △2,785 △2,785  △2,785

当期純利益     9,797 9,797  9,797

自己株式の取得       △0 △0

株主資本以外の項目の当期変動
額（純額）

        

当期変動額合計 － － － － 7,012 7,012 △0 7,012

当期末残高 3,154 5,640 5,640 17 36,611 36,629 △8,755 36,669

 

    

 評価・換算差額等

純資産合計
 

その他有価
証券評価差
額金

評価・換算
差額等合計

当期首残高 93 93 29,750

当期変動額    

剰余金の配当   △2,785

当期純利益   9,797

自己株式の取得   △0

株主資本以外の項目の当期変動
額（純額）

16 16 16

当期変動額合計 16 16 7,028

当期末残高 110 110 36,779
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当事業年度（自　平成28年４月１日　至　平成29年３月31日）

       (単位：百万円)

 株主資本

 

資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己株式
株主資本合
計

 

資本準備金
資本剰余金
合計

利益準備金

その他利益
剰余金

利益剰余金
合計

 
繰越利益剰
余金

当期首残高 3,154 5,640 5,640 17 36,611 36,629 △8,755 36,669

当期変動額         

剰余金の配当     △2,996 △2,996  △2,996

当期純利益     9,554 9,554  9,554

自己株式の取得       △12,771 △12,771

株主資本以外の項目の当期変動
額（純額）

        

当期変動額合計 － － － － 6,558 6,558 △12,771 △6,213

当期末残高 3,154 5,640 5,640 17 43,170 43,187 △21,526 30,455

 

    

 評価・換算差額等

純資産合計
 

その他有価
証券評価差
額金

評価・換算
差額等合計

当期首残高 110 110 36,779

当期変動額    

剰余金の配当   △2,996

当期純利益   9,554

自己株式の取得   △12,771

株主資本以外の項目の当期変動
額（純額）

210 210 210

当期変動額合計 210 210 △6,002

当期末残高 321 321 30,777
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【注記事項】

（重要な会計方針）

１．資産の評価基準及び評価方法

(1) 有価証券

子会社株式及び関連会社株式　　移動平均法による原価法を採用しております。

その他有価証券

・時価のあるもの　　　　　　　決算日の市場価額等に基づく時価法(評価差額は全部純資産直入法によ

り処理し、売却原価は移動平均法により算定）を採用しております。

・時価のないもの　　　　　　　移動平均法による原価法を採用しております。

(2) たな卸資産

・商品　　　　　　　　　　　　先入先出法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価

切下げの方法により算定）を採用しております。

・貯蔵品　　　　　　　　　　　先入先出法による原価法を採用しております。

２．固定資産の減価償却の方法

(1) 有形固定資産　　　　　　　　 定額法および定率法を採用しております。直営ショップの建物附属設

備、器具及び備品については耐用年数３年による定額法を採用してお

ります。

なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。

建物　　　　　　　２年～34年

器具及び備品　　　２年～20年

(2) 無形固定資産　　　　　　　　 定額法を採用しております。

のれん　　　　　　10年

ソフトウエア　　　５年

３．引当金の計上基準

(1) 貸倒引当金　　　　　　　　　 売上債権、貸付金等の貸倒損失に備えるため、一般債権については貸倒

実績率により、貸倒懸念債権等の特定の債権については個別に回収可能

性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。

(2) 賞与引当金　　　　　　　　　 従業員の賞与金の支払に備えて、賞与支給見込額の当期負担額を計上し

ております。

(3) 短期解約損失引当金　　　　　 当社および販売代理店経由で加入申込受付をした携帯電話契約者が短期

解約をした場合に、当社と代理店委託契約を締結している通信事業者に

対して返金すべき手数料の支払に備えるため、返金実績額に基づき、短

期解約に係る手数料の返金見込額を計上しております。

(4) 退職給付引当金　　　　　　　 従業員の退職給付に備えるため、退職給付引当金および退職給付費用の

計算に、退職給付に係る期末自己都合要支給額を退職給付債務とする方

法を用いた簡便法を適用しております。

４．その他財務諸表作成のための基本となる事項

 消費税等の会計処理　　　　　　　消費税および地方消費税の会計処理は税抜方式によっており、控除対象

外消費税および地方消費税は、当事業年度の費用として処理しておりま

す。
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（表示方法の変更）

（損益計算書）

前事業年度において、独立掲記しておりました「営業外収益」の「損害賠償金収入」「受取家賃」「助成

金収入」は「営業外収益」の総額の100分の10以下となったため、当事業年度においては「その他」に含め

て表示しております。この表示方法の変更を反映させるため、前事業年度の財務諸表の組替えを行っており

ます。

この結果、前事業年度の損益計算書において「営業外収益」の「損害賠償金収入」に表示していた２百万

円、「受取家賃」に表示していた６百万円、「助成金収入」に表示していた３百万円は「その他」に組替え

ております。

 

（追加情報）

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日）を

当事業年度から適用しております。
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（貸借対照表関係）

※１　営業債権債務等の相殺表示

　金融資産と金融負債のうち、同一の相手先に対する金銭債権と金銭債務であり、相殺が法的に有効で当

社が相殺する能力を有し、当社が相殺して決済する意思を有するという全ての要件を満たす場合には、貸

借対照表において相殺して表示しております。

　相殺表示が行われる前の金額は、当事業年度末では、売掛金64,009百万円、未収入金30,975百万円、買

掛金58,437百万円、未払金29,729百万円、前事業年度末では、売掛金68,216百万円、未収入金34,897百万

円、買掛金56,438百万円、未払金34,659百万円です。

 

※２ 関係会社に対する金銭債権及び金銭債務

 
前事業年度

（平成28年３月31日）
当事業年度

（平成29年３月31日）

　短期金銭債権 56百万円 29百万円

　短期金銭債務 103 111

 

　３ 当社においては、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行３行と当座貸越契約を締結しております。

この契約に基づく事業年度末の借入未実行残高は次のとおりであります。

 
前事業年度

（平成28年３月31日）
当事業年度

（平成29年３月31日）

　当座貸越極度額 1,500百万円 1,500百万円

　借入実行残高 － －

　差引額 1,500 1,500

 

　４　保証債務

下記の子会社の借入債務に対し保証を行っております。

 
前事業年度

（平成28年３月31日）
当事業年度

（平成29年３月31日）

　天閣雅（上海）商貿有限公司 18百万円 －百万円

　T-Gaia Asia Pacific Pte. Ltd. 34 32

　計 52 32

 

　５　偶発債務

　当社のギフトカード事業における商材調達先の１社であるインコム・ジャパン㈱（本社：東京都新宿区、

代表取締役社長：荒井琢麿、以下「インコム・ジャパン」）が、当社を相手方として平成24年８月３日に提

起した、当社の特定商材についての販売差止と回収、および損害賠償（損害賠償請求金額：680百万円）を

求める訴訟について、平成28年９月28日に東京地方裁判所より当社に賠償金174百万円の支払いを命じ、そ

の他の請求を棄却する判決が言い渡されました。

　当社およびインコム・ジャパンは当該判決を不服として東京高等裁判所に控訴し、インコム・ジャパンは

平成28年12月21日付で東京高等裁判所に損害賠償請求額を968百万円に変更する申立を提出しました。

　平成29年４月26日、同裁判所より当社に賠償金67百万円の支払いを命じ、インコム・ジャパンによるその

他の請求を棄却する判決が言い渡されました。

　当社は、同判決に従い、平成29年４月28日にインコム・ジャパンに対して賠償金67百万円と当該賠償金に

係る遅延損害金11百万円の支払いを実施しております。

　同判決は確定し、本訴訟は終結いたしました。
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（損益計算書関係）

※１　関係会社との取引高

 
前事業年度

（自　平成27年４月１日
　 至　平成28年３月31日）

当事業年度
（自　平成28年４月１日

　 至　平成29年３月31日）

営業取引による取引高   

　売上高 2,414百万円 1,314百万円

　仕入高 940 882

営業取引以外の取引による取引高 260 287

 

※２　販売費に属する費用のおおよその割合は前事業年度49.0％、当事業年度50.0％、一般管理費に属する費

用のおおよその割合は前事業年度51.0％、当事業年度50.0％であります。

　　　販売費及び一般管理費のうち主要な費目および金額は次のとおりであります。

 
前事業年度

(自　平成27年４月１日
　至　平成28年３月31日)

当事業年度
(自　平成28年４月１日
　至　平成29年３月31日)

役員報酬 207百万円 247百万円

従業員給料 7,972 8,334

臨時勤務者給与 9,064 7,765

賞与引当金繰入額 1,663 1,714

派遣人件費 3,601 4,794

運賃 324 323

その他の販売費 4,488 3,851

不動産賃借料 4,312 4,525

減価償却費 2,288 1,838

業務委託費 693 698

貸倒引当金繰入額 － 12

その他 11,584 12,024

 

※３　固定資産売却益の内容は次のとおりであります。

 
前事業年度

（自　平成27年４月１日
　　至　平成28年３月31日）

当事業年度
（自　平成28年４月１日

　　至　平成29年３月31日）

　建物 3百万円 1百万円

　構築物 0 －

　車両運搬具 0 0

　器具及び備品 0 1

計 4 2

 

※４　固定資産売却損の内容は次の通りであります。

 
前事業年度

（自　平成27年４月１日
　　至　平成28年３月31日）

当事業年度
（自　平成28年４月１日

　　至　平成29年３月31日）

　建物 －百万円 0百万円

　器具及び備品 － 0

計 － 0

 

※５　固定資産除却損の内容は次のとおりであります。

 
前事業年度

（自　平成27年４月１日
　　至　平成28年３月31日）

当事業年度
（自　平成28年４月１日

　　至　平成29年３月31日）

　建物 29百万円 32百万円

　構築物 1 2

　車両運搬具 － 0

　器具及び備品 7 6

　借地権 － 14

計 38 56
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（有価証券関係）

子会社株式及び関連会社株式

時価を把握することが極めて困難と認められる子会社株式及び関連会社株式の貸借対照表計上額

（単位：百万円）
 

区分
前事業年度

（平成28年３月31日）
当事業年度

（平成29年３月31日）

子会社株式 3,596 3,964

関連会社株式 315 315

合計 3,912 4,280

 

 

（税効果会計関係）

１．繰延税金資産および繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

     （単位：百万円）

 
前事業年度

（平成28年３月31日）
 

当事業年度
（平成29年３月31日）

繰延税金資産        

賞与引当金  588    610  

貸倒引当金  2    6  

棚卸資産評価損  31    42  

未払事業税および事業所税  202    113  

減価償却超過額  631    613  

資産除去債務  397    421  

退職給付引当金  117    114  

短期解約損失引当金  55    50  

資産調整勘定  121    81  

その他  847    583  

繰延税金資産合計  2,996    2,639  

繰延税金負債        

資産除去債務  △172    △174  

その他有価証券評価差額金  △50    △143  

繰延税金負債合計  △222    △318  

繰延税金資産の純額  2,774    2,320  

 

 

２．法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率との間に重要な差異があるときの、当該差異の原因

となった主要な項目別の内訳

     （単位：％）

 
前事業年度

（平成28年３月31日）
 

当事業年度
（平成29年３月31日）

 法定実効税率  33.1    30.9  

（調整）        

 交際費等永久に損金に算入されない項目  0.3    0.3  

 のれん償却費否認  2.0    0.9  

 住民税均等割  1.0    1.1  

税率変更による期末繰延税金資産の減額修正  1.2    －  

 その他  △0.8    △0.6  

 税効果会計適用後の法人税等の負担率  36.8    32.5  
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（企業結合等関係）

（共通支配下の取引等）

１連結財務諸表等　注記事項（企業結合等関係）に記載しているため、注記を省略しております。

 

（重要な後発事象）

（共通支配下の取引等）

平成28年12月27日開催の取締役会に決議に基づき、当社の完全子会社である㈱TG宮崎を平成29年４月１

日付で吸収合併いたしました。

なお、本合併は当社については会社法第796条第２項の規定に基づく簡易合併の手続きにより、㈱TG宮崎

については会社法第784条第１項に基づく略式合併の手続きによりそれぞれ行っております。

（1）取引の概要

①吸収合併する相手会社の概要（平成29年３月期）

・名称　　　　　㈱TG宮崎

・事業の内容　　携帯電話等の販売および代理店業務

・総資産　　　　515百万円

・負債　　　　　222百万円

・純資産　　　　293百万円

②企業結合日（効力発生日）

平成29年４月１日

③企業結合の法的形式

当社を存続会社とする吸収合併方式であり、㈱TG宮崎は解散いたしました。

④結合後企業の名称

㈱ティーガイア

⑤取引の目的

㈱TG宮崎は、当社の完全子会社であり、宮崎県において携帯電話等の販売および代理店業務を行っ

ておりましたが、当社のモバイル事業における携帯電話等の販売強化および組織一元化による管理

体制の効率化を目的として、同社を吸収合併することといたしました。

 

（2）会計処理の概要

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）および「企業結合会計基

準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号　平成25年９月13日）に

基づき、共通支配下の取引として処理をいたします。

なお、合併効力発生日において吸収合併消滅会社から受け入れる資産及び負債の差額と、当社が所有

する子会社株式の帳簿価額との差額を特別損失（抱合せ株式消滅差損）として計上する予定でありま

す。
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④【附属明細表】

【有形固定資産等明細表】

（単位：百万円）

区分
資産の
種　類

当期首
残　高

当　期
増加額

当　期
減少額

当　期
償却額

当期末
残　高

減価償却
累 計 額

有形固定

資産
建物 6,513 740 401

656

(64)
6,852 5,072

構築物 378 39 14
20

(0)
403 264

車両運搬具 8 1 3 1 5 3

器具及び備品 3,912 602 440
492

(11)
4,073 3,158

土地 353 － － － 353 －

建設仮勘定 20 23 20 － 23 －

計 11,185 1,406 880
1,171

(76)
11,711 8,498

無形固定

資産

のれん 4,046 － － 423 4,046 3,549

ソフトウエア 3,075 363 290
320

(0)
3,148 2,251

借地権 26 － 16 － 9 －

電話加入権 16 － － － 16 －

ソフトウエア仮勘定 15 48 11 － 52  

その他 ー 0 ー － 0 －

計 7,179 413 318
744

(0)
7,274 5,801

 （注）１.「当期償却額」欄の（　）内は内数で、減損損失の計上額であります。

２．有形固定資産の「減価償却累計額」欄には、減損損失累計額が含まれております。

３．当期首残高および当期末残高については、取得価額で記載しております。

 

【引当金明細表】

（単位：百万円）

科目 当期首残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

貸倒引当金 8 16 3 21

賞与引当金 1,663 1,714 1,663 1,714

短期解約損失引当金 179 164 179 164

　（注）計上の理由および額の算定方法は（重要な会計方針）を参照。

 

（２）【主な資産及び負債の内容】

連結財務諸表を作成しているため、記載を省略しております。

 

 

（３）【その他】

訴訟

　「注記事項（貸借対照表関係）５偶発債務」に記載のとおりであります。
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第６【提出会社の株式事務の概要】

事業年度 ４月１日から３月31日まで

定時株主総会 ６月21日

基準日 ３月31日

剰余金の配当の基準日 ９月30日　３月31日

１単元の株式数 100株

単元未満株式の買取り

 

取扱場所

 
 
 

株主名簿管理人

 
 
取次所
 
買取手数料
 

 

（特別口座）

東京都千代田区丸の内一丁目４番１

号　　　　　　　　　　　　　　　　　　三井住友信託銀行株式会社　証

券代行部
 
（特別口座）

東京都千代田区丸の内一丁目４番１

号　　　　　　　　　　　　　　　　　　三井住友信託銀行株式会社
 
 ─
 
無料
 

公告掲載方法

電子公告により行う。ただし電子公告によることができない事故その他の

やむを得ない事由が生じたときは、日本経済新聞に掲載して行う。

公告掲載URL　　http://www.t-gaia.co.jp/

株主に対する特典

（１）対象となる株主および優待制度の内容

毎年３月31日現在の株主名簿に記載または記録された100株（１単元）以上

を保有する株主に対し、QUO（クオ）カード（3,000円分）を贈呈いたしま

す。

（２）優待品発送日：毎年１回、定時株主総会終了後の６月下旬

 

（注）当社の株主は、その有する単元未満株式について、次に掲げる権利以外の権利を行使することができません。

　　　　①会社法第189条第２項各号に掲げる権利

　　　　②会社法第166条第１項の規定による請求をする権利

　　　　③株主の有する株式数に応じて募集株式の割当ておよび募集新株予約権の割当を受ける権利
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第７【提出会社の参考情報】

１【提出会社の親会社等の情報】

当社は、金融商品取引法第24条の７第１項に規定する親会社等はありません。

２【その他の参考情報】

当事業年度の開始日から有価証券報告書提出日までの間に、次の書類を提出しております。

(1）有価証券報告書およびその添付書類ならびに確認書

事業年度（第25期）（自 平成27年４月１日 至 平成28年３月31日）平成28年６月22日関東財務局長に提出

(2) 内部統制報告書およびその添付書類

平成28年６月22日関東財務局長に提出

(3）四半期報告書および確認書

（第26期第１四半期）（自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日）平成28年８月12日関東財務局長に提出

（第26期第２四半期）（自 平成28年７月１日 至 平成28年９月30日）平成28年11月９日関東財務局長に提出

（第26期第３四半期）（自 平成28年10月１日 至 平成28年12月31日）平成29年２月10日関東財務局長に提出

(4）臨時報告書

平成28年６月23日関東財務局長に提出

企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第９号の２（株主総会における議決権行使の結果）に基づく臨

時報告書であります。

平成28年11月29日関東財務局長に提出

企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第３号（特定子会社の異動）に基づく臨時報告書であります。

平成29年３月１日関東財務局長に提出

企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第９号（代表取締役の異動）に基づく臨時報告書であります。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の監査報告書及び内部統制監査報告書  

 

   平成29年６月21日

株式会社ティーガイア    
 

取　締　役　会　御　中  

 

 有限責任監査法人トーマツ  

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 川島　繁雄　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 福士　直和　　印

 
＜財務諸表監査＞

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられ

ている株式会社ティーガイアの平成28年４月１日から平成29年３月31日までの連結会計年度の連結財務諸表、すなわ

ち、連結貸借対照表、連結損益計算書、連結包括利益計算書、連結株主資本等変動計算書、連結キャッシュ・フロー計

算書、連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項、その他の注記及び連結附属明細表について監査を行った。

 

連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して連結財務諸表を作成し適正

に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない連結財務諸表を作成し適正に表示するた

めに経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から連結財務諸表に対する意見を表明する

ことにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の

基準は、当監査法人に連結財務諸表に重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得るために、監査計画を

策定し、これに基づき監査を実施することを求めている。

監査においては、連結財務諸表の金額及び開示について監査証拠を入手するための手続が実施される。監査手続は、

当監査法人の判断により、不正又は誤謬による連結財務諸表の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて選択及び適用

される。財務諸表監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、当監査法人は、リス

ク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、連結財務諸表の作成と適正な表示に関連する

内部統制を検討する。また、監査には、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見

積りの評価も含め全体としての連結財務諸表の表示を検討することが含まれる。

当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

 

監査意見

当監査法人は、上記の連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、株

式会社ティーガイア及び連結子会社の平成29年３月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する連結会計年度の経

営成績及びキャッシュ・フローの状況をすべての重要な点において適正に表示しているものと認める。
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＜内部統制監査＞

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第２項の規定に基づく監査証明を行うため、株式会社ティーガイアの平

成29年３月31日現在の内部統制報告書について監査を行った。

 

内部統制報告書に対する経営者の責任

経営者の責任は、財務報告に係る内部統制を整備及び運用し、我が国において一般に公正妥当と認められる財務報告

に係る内部統制の評価の基準に準拠して内部統制報告書を作成し適正に表示することにある。

なお、財務報告に係る内部統制により財務報告の虚偽の記載を完全には防止又は発見することができない可能性があ

る。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した内部統制監査に基づいて、独立の立場から内部統制報告書に対する意見

を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる財務報告に係る内部統制の監査の

基準に準拠して内部統制監査を行った。財務報告に係る内部統制の監査の基準は、当監査法人に内部統制報告書に重要

な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得るために、監査計画を策定し、これに基づき内部統制監査を実施

することを求めている。

内部統制監査においては、内部統制報告書における財務報告に係る内部統制の評価結果について監査証拠を入手する

ための手続が実施される。内部統制監査の監査手続は、当監査法人の判断により、財務報告の信頼性に及ぼす影響の重

要性に基づいて選択及び適用される。また、内部統制監査には、財務報告に係る内部統制の評価範囲、評価手続及び評

価結果について経営者が行った記載を含め、全体としての内部統制報告書の表示を検討することが含まれる。

当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

 

監査意見

当監査法人は、株式会社ティーガイアが平成29年３月31日現在の財務報告に係る内部統制は有効であると表示した上

記の内部統制報告書が、我が国において一般に公正妥当と認められる財務報告に係る内部統制の評価の基準に準拠し

て、財務報告に係る内部統制の評価結果について、すべての重要な点において適正に表示しているものと認める。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 
 
(注)１．上記は監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が別途保管しております。

　　２．ＸＢＲＬデータは監査の対象には含まれていません。
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 独立監査人の監査報告書  

 

   平成29年６月21日

株式会社ティーガイア    
 

取　締　役　会　御　中  

 

 有限責任監査法人トーマツ  

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 川島　繁雄　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 福士　直和　　印

 
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられ

ている株式会社ティーガイアの平成28年４月１日から平成29年３月31日までの第26期事業年度の財務諸表、すなわち、

貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書、重要な会計方針、その他の注記及び附属明細表について監査を行っ

た。

 

財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して財務諸表を作成し適正に表

示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない財務諸表を作成し適正に表示するために経営

者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から財務諸表に対する意見を表明すること

にある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準

は、当監査法人に財務諸表に重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得るために、監査計画を策定し、

これに基づき監査を実施することを求めている。

監査においては、財務諸表の金額及び開示について監査証拠を入手するための手続が実施される。監査手続は、当監

査法人の判断により、不正又は誤謬による財務諸表の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて選択及び適用される。

財務諸表監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、当監査法人は、リスク評価の

実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、財務諸表の作成と適正な表示に関連する内部統制を検

討する。また、監査には、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も

含め全体としての財務諸表の表示を検討することが含まれる。

当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

 

監査意見

当監査法人は、上記の財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、株式会

社ティーガイアの平成29年３月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する事業年度の経営成績をすべての重要な点

において適正に表示しているものと認める。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 
 
(注)１．上記は監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が別途保管しております。

　　２．ＸＢＲＬデータは監査の対象には含まれていません。
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